
10

20

JP 2024-175757 A 2024.12.19

(19)日本国特許庁(JP) (12)公開特許公報(A) (11)公開番号　　
特開2024-175757
(P2024-175757A)

(43)公開日　令和6年12月19日(2024.12.19)

(54)【発明の名称】　同軸コネクタの接続構造

(51)国際特許分類
　   Ｈ０１Ｒ 24/40 (2011.01)

ＦＩ
　Ｈ０１Ｒ 24/40 　　　　 　　　

(21)出願番号　 特願2023-93730(P2023-93730)
(22)出願日　 令和5年6月7日(2023.6.7)

(71)出願人　 395011665
株式会社オートネットワーク技術研究所
三重県四日市市西末広町１番１４号

(71)出願人　 000183406
住友電装株式会社
三重県四日市市西末広町１番１４号

(71)出願人　 000002130
住友電気工業株式会社
大阪府大阪市中央区北浜四丁目５番３３ 
号

(74)代理人　 100088672
弁理士　吉竹  英俊

(74)代理人　 100088845
弁理士　有田  貴弘

(74)代理人　 100117662
最終頁に続く

テーマコード（参考）
　５Ｅ２２３

(57)【要約】
【課題】第１同軸コネクタに対する第２同軸コネクタの 
接続位置がずれても、安定した通信性能が得られるよう 
にすること目的とする。
【解決手段】同軸コネクタの接続構造２８は、第１同軸 
コネクタ４０と第２同軸コネクタ７０との接続構造であ 
って、第１同軸コネクタは、第１内導体５０と、第１外 
導体６０と、第１誘電体４２とを含み、第２同軸コネク 
タは、第２内導体８０と、第２外導体９０と、第２誘電 
体７２とを含み、両同軸コネクタの接続状態で、接続方 
向において第１内導体と第２内導体とが重複する部分を 
内側重複部分Ｅ１とし、接続方向において第１外導体と 
第２外導体とが重複する部分を外側重複部分Ｅ２とした 
とき、第１誘電体４２および第２誘電体７２は共に、内 
側重複部分および外側重複部分の双方を避けて位置する 
。
【選択図】図５

審査請求　未請求　請求項の数　11　　ＯＬ　（全21頁）
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 第 １ 同 軸 コ ネ ク タ と 第 ２ 同 軸 コ ネ ク タ と が 接 続 さ れ た 同 軸 コ ネ ク タ の 接 続 構 造 で あ っ て  
、
　 前 記 第 １ 同 軸 コ ネ ク タ は 、 第 １ 内 導 体 と 、 前 記 第 １ 内 導 体 の 外 周 側 を 囲 む 第 １ 外 導 体 と  
、 前 記 第 １ 内 導 体 と 前 記 第 １ 外 導 体 と の 間 に 位 置 す る 第 １ 誘 電 体 と を 含 み 、
　 前 記 第 ２ 同 軸 コ ネ ク タ は 、 第 ２ 内 導 体 と 、 前 記 第 ２ 内 導 体 の 外 周 側 を 囲 む 第 ２ 外 導 体 と  
、 前 記 第 ２ 内 導 体 と 前 記 第 ２ 外 導 体 と の 間 に 位 置 す る 第 ２ 誘 電 体 と を 含 み 、
　 前 記 第 １ 同 軸 コ ネ ク タ と 前 記 第 ２ 同 軸 コ ネ ク タ と の 接 続 状 態 で 、 前 記 第 １ 同 軸 コ ネ ク タ  
と 前 記 第 ２ 同 軸 コ ネ ク タ と の 接 続 方 向 に お い て 前 記 第 １ 内 導 体 と 前 記 第 ２ 内 導 体 と が 重 複  
す る 部 分 を 内 側 重 複 部 分 と し 、 前 記 接 続 方 向 に お い て 前 記 第 １ 外 導 体 と 前 記 第 ２ 外 導 体 と  
が 重 複 す る 部 分 を 外 側 重 複 部 分 と し た と き 、
　 前 記 第 １ 誘 電 体 お よ び 前 記 第 ２ 誘 電 体 は 共 に 、 前 記 接 続 方 向 に お い て 前 記 内 側 重 複 部 分  
お よ び 前 記 外 側 重 複 部 分 の 双 方 を 避 け て 位 置 す る 、 同 軸 コ ネ ク タ の 接 続 構 造 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 同 軸 コ ネ ク タ の 接 続 構 造 で あ っ て 、
　 前 記 第 １ 誘 電 体 は 、 前 記 接 続 方 向 に お い て 、 前 記 内 側 重 複 部 分 お よ び 前 記 外 側 重 複 部 分  
の 双 方 よ り も 、 前 記 第 １ 内 導 体 お よ び 前 記 第 １ 外 導 体 の そ れ ぞ れ の 基 端 側 に 位 置 し 、
　 前 記 第 ２ 誘 電 体 は 、 前 記 接 続 方 向 に お い て 、 前 記 内 側 重 複 部 分 お よ び 前 記 外 側 重 複 部 分  
の 双 方 よ り も 、 前 記 第 ２ 内 導 体 お よ び 前 記 第 ２ 外 導 体 の そ れ ぞ れ の 基 端 側 に 位 置 す る 、 同  
軸 コ ネ ク タ の 接 続 構 造 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ に 記 載 の 同 軸 コ ネ ク タ の 接 続 構 造 で あ っ て 、
　 前 記 接 続 方 向 に お い て 前 記 内 側 重 複 部 分 お よ び 前 記 外 側 重 複 部 分 の そ れ ぞ れ に 許 容 最 大  
長 が 設 定 さ れ て お り 、
　 前 記 第 １ 誘 電 体 お よ び 前 記 第 ２ 誘 電 体 は 共 に 、 そ れ ぞ れ の 前 記 許 容 最 大 長 と な っ た 状 態  
の 前 記 内 側 重 複 部 分 お よ び 前 記 外 側 重 複 部 分 の 双 方 を 避 け て 位 置 す る 、 同 軸 コ ネ ク タ の 接  
続 構 造 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ に 記 載 の 同 軸 コ ネ ク タ の 接 続 構 造 で あ っ て 、
　 前 記 第 １ 内 導 体 は 、 第 １ 内 導 体 筒 部 と 、 前 記 第 １ 内 導 体 筒 部 の 先 端 か ら 突 出 す る 第 １ 内  
導 体 弾 性 片 と を 含 み 、
　 前 記 第 ２ 内 導 体 は 、 前 記 第 １ 内 導 体 弾 性 片 が 弾 性 的 に 接 触 す る 第 ２ 内 導 体 筒 部 を 含 み 、
　 前 記 第 １ 誘 電 体 は 、 前 記 第 １ 内 導 体 筒 部 の う ち の 基 端 側 部 分 を 囲 ん で お り 、
　 前 記 第 １ 誘 電 体 は 、 前 記 第 １ 内 導 体 筒 部 の 先 端 か ら 前 記 接 続 方 向 に お い て 前 記 第 １ 内 導  
体 弾 性 片 の 突 出 長 さ の 半 分 以 上 離 間 し て 前 記 第 １ 内 導 体 筒 部 の 基 端 側 に 位 置 す る 、 同 軸 コ  
ネ ク タ の 接 続 構 造 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ に 記 載 の 同 軸 コ ネ ク タ の 接 続 構 造 で あ っ て 、
　 前 記 第 ２ 内 導 体 は 、 第 ２ 内 導 体 筒 部 と 第 ２ 内 導 体 延 長 筒 部 と を 含 み 、
　 前 記 第 ２ 外 導 体 は 、 第 ２ 外 導 体 筒 部 と 第 ２ 外 導 体 延 長 筒 部 と を 含 み 、
　 前 記 第 ２ 内 導 体 筒 部 は 、 前 記 第 １ 内 導 体 に 接 続 さ れ る 部 分 で あ り 、
　 前 記 第 ２ 外 導 体 筒 部 は 、 前 記 第 １ 外 導 体 に 接 続 さ れ る 部 分 で あ り 、
　 前 記 第 ２ 外 導 体 筒 部 は 、 前 記 第 ２ 内 導 体 筒 部 の 周 り に 同 軸 上 に 配 置 さ れ 、
　 前 記 第 ２ 誘 電 体 は 、 前 記 接 続 方 向 に お い て 、 前 記 第 ２ 内 導 体 筒 部 と 前 記 第 ２ 外 導 体 筒 部  
と の 間 を 避 け て 前 記 第 ２ 内 導 体 延 長 筒 部 と 前 記 第 ２ 外 導 体 延 長 筒 部 と の 間 に 配 置 さ れ て い  
る 、 同 軸 コ ネ ク タ の 接 続 構 造 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ に 記 載 の 同 軸 コ ネ ク タ の 接 続 構 造 で あ っ て 、
　 前 記 第 １ 内 導 体 は 、 第 １ 内 導 体 筒 部 と 、 前 記 第 １ 内 導 体 筒 部 の 先 端 か ら 突 出 す る 第 １ 内  
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導 体 弾 性 片 と を 含 み 、
　 前 記 第 １ 外 導 体 は 、 第 １ 外 導 体 筒 部 と 、 前 記 第 １ 外 導 体 筒 部 の 先 端 か ら 突 出 す る 第 １ 外  
導 体 弾 性 片 と を 含 み 、
　 前 記 第 ２ 内 導 体 は 、 前 記 第 １ 内 導 体 弾 性 片 が 弾 性 的 に 接 触 す る 第 ２ 内 導 体 筒 部 を 含 み 、
　 前 記 第 ２ 外 導 体 は 、 前 記 第 １ 外 導 体 弾 性 片 が 弾 性 的 に 接 触 す る 第 ２ 外 導 体 筒 部 を 含 み 、
　 前 記 第 １ 内 導 体 弾 性 片 は 、 前 記 第 ２ 内 導 体 筒 部 の 内 周 面 に 弾 性 的 に 接 触 し 、
　 前 記 第 １ 外 導 体 弾 性 片 は 、 前 記 第 ２ 外 導 体 筒 部 の 外 周 面 に 弾 性 的 に 接 触 す る 、 同 軸 コ ネ  
ク タ の 接 続 構 造 。
【 請 求 項 ７ 】
　 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ に 記 載 の 同 軸 コ ネ ク タ の 接 続 構 造 で あ っ て 、
　 前 記 第 １ 内 導 体 は 、 前 記 第 １ 内 導 体 の 基 端 部 外 周 面 か ら 外 周 側 に 突 出 す る と 共 に 、 前 記  
第 １ 内 導 体 の 中 心 軸 に 沿 っ て 延 び る 位 置 決 め 片 を 含 み 、
　 前 記 第 １ 誘 電 体 は 、 前 記 第 １ 内 導 体 の 前 記 基 端 部 が 挿 入 さ れ る 挿 入 孔 と 、 前 記 位 置 決 め  
片 が 嵌 め 込 ま れ る 位 置 決 め 溝 と が 形 成 さ れ 、
　 前 記 挿 入 孔 に 前 記 第 １ 内 導 体 の 前 記 基 端 部 が 挿 入 さ れ た 状 態 で 、 前 記 位 置 決 め 片 が 前 記  
位 置 決 め 溝 に 嵌 め 込 ま れ る こ と で 、 前 記 第 １ 内 導 体 が 前 記 第 １ 誘 電 体 に 挿 入 状 態 で 固 定 さ  
れ て い る 、 同 軸 コ ネ ク タ の 接 続 構 造 。
【 請 求 項 ８ 】
　 請 求 項 ７ に 記 載 の 同 軸 コ ネ ク タ の 接 続 構 造 で あ っ て 、
　 前 記 位 置 決 め 片 の 突 出 端 部 に は 、 前 記 位 置 決 め 溝 の 内 部 で 前 記 第 １ 誘 電 体 に 引 っ 掛 か る  
抜 止 め 突 起 が 形 成 さ れ て い る 、 同 軸 コ ネ ク タ の 接 続 構 造 。
【 請 求 項 ９ 】
　 請 求 項 ７ に 記 載 の 同 軸 コ ネ ク タ の 接 続 構 造 で あ っ て 、
　 前 記 第 １ 誘 電 体 の う ち 前 記 挿 入 孔 を 囲 む 部 分 に は 、 前 記 第 １ 内 導 体 の 先 端 側 に 向 か っ て  
環 状 に 突 出 す る 保 持 環 状 凸 部 が 形 成 さ れ て い る 、 同 軸 コ ネ ク タ の 接 続 構 造 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 請 求 項 ７ に 記 載 の 同 軸 コ ネ ク タ の 接 続 構 造 で あ っ て 、
　 前 記 第 １ 誘 電 体 の う ち 前 記 第 １ 外 導 体 側 の 外 周 部 分 に は 、 前 記 第 １ 内 導 体 の 先 端 側 に 向  
か っ て 環 状 に 突 出 す る 外 周 環 状 凸 部 が 形 成 さ れ て い る 、 同 軸 コ ネ ク タ の 接 続 構 造 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ に 記 載 の 同 軸 コ ネ ク タ の 接 続 構 造 で あ っ て 、
　 前 記 第 １ 同 軸 コ ネ ク タ は 、 回 路 基 板 に 固 定 さ れ る 基 板 側 同 軸 コ ネ ク タ で あ り 、
　 前 記 第 ２ 同 軸 コ ネ ク タ は 、 前 記 第 １ 同 軸 コ ネ ク タ と 第 ３ 同 軸 コ ネ ク タ と を 中 継 接 続 す る  
中 継 同 軸 コ ネ ク タ で あ る 、 同 軸 コ ネ ク タ の 接 続 構 造 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 開 示 は 、 同 軸 コ ネ ク タ の 接 続 構 造 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 特 許 文 献 １ は 、 同 軸 コ ネ ク タ と 相 手 側 同 軸 コ ネ ク タ と の 接 続 構 造 を 開 示 し て い る 。 両 コ  
ネ ク タ の 接 続 状 態 に お い て 、 ハ ウ ジ ン グ 可 動 部 が 中 心 コ ン タ ク ト の 接 続 部 と 外 側 コ ン タ ク  
ト の 弾 性 接 触 片 部 と の 間 に 位 置 す る 。 ま た 、 両 コ ネ ク タ の 接 続 状 態 に お い て 、 イ ン シ ュ レ  
ー タ が ハ ウ ジ ン グ 可 動 部 に 対 向 し て い る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ １ ６ － ６ ２ ６ ６ １ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
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【 ０ ０ ０ ４ 】
　 特 許 文 献 １ の ハ ウ ジ ン グ 可 動 部 お よ び イ ン シ ュ レ ー タ は 、 内 導 体 と 外 導 体 と の 間 の 誘 電  
体 と し て 機 能 す る こ と が 考 え ら れ る 。 ま た 、 特 許 文 献 １ で は 、 イ ン シ ュ レ ー タ が ハ ウ ジ ン  
グ 可 動 部 の 直 ぐ 近 く で 当 該 ハ ウ ジ ン グ 可 動 部 に 接 近 す る 構 成 を 想 定 し て 、 所 望 の 通 信 性 能  
を 得 る こ と が で き る よ う に 形 状 設 計 が な さ れ る こ と が 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し な が ら 、 同 軸 コ ネ ク タ に 対 し て 相 手 側 同 軸 コ ネ ク タ の 位 置 が ず れ る と 、 ハ ウ ジ ン  
グ 可 動 部 と イ ン シ ュ レ ー タ と の 間 に 大 き な 空 気 層 が 介 在 す る こ と が 想 定 さ れ る 。 こ の 場 合  
、 同 軸 コ ネ ク タ と 相 手 側 同 軸 コ ネ ク タ と の 接 続 構 造 に お け る 通 信 性 能 が 設 計 値 か ら ず れ て  
し ま う 可 能 性 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 そ こ で 、 本 開 示 は 、 第 １ 同 軸 コ ネ ク タ に 対 す る 第 ２ 同 軸 コ ネ ク タ の 接 続 位 置 が ず れ て も  
、 安 定 し た 通 信 性 能 が 得 ら れ る よ う に す る こ と 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 開 示 の 同 軸 コ ネ ク タ の 接 続 構 造 は 、 第 １ 同 軸 コ ネ ク タ と 第 ２ 同 軸 コ ネ ク タ と が 接 続 さ  
れ た 同 軸 コ ネ ク タ の 接 続 構 造 で あ っ て 、 前 記 第 １ 同 軸 コ ネ ク タ は 、 第 １ 内 導 体 と 、 前 記 第  
１ 内 導 体 の 外 周 側 を 囲 む 第 １ 外 導 体 と 、 前 記 第 １ 内 導 体 と 前 記 第 １ 外 導 体 と の 間 に 位 置 す  
る 第 １ 誘 電 体 と を 含 み 、 前 記 第 ２ 同 軸 コ ネ ク タ は 、 第 ２ 内 導 体 と 、 前 記 第 ２ 内 導 体 の 外 周  
側 を 囲 む 第 ２ 外 導 体 と 、 前 記 第 ２ 内 導 体 と 前 記 第 ２ 外 導 体 と の 間 に 位 置 す る 第 ２ 誘 電 体 と  
を 含 み 、 前 記 第 １ 同 軸 コ ネ ク タ と 前 記 第 ２ 同 軸 コ ネ ク タ と の 接 続 状 態 で 、 前 記 第 １ 同 軸 コ  
ネ ク タ と 前 記 第 ２ 同 軸 コ ネ ク タ と の 接 続 方 向 に お い て 前 記 第 １ 内 導 体 と 前 記 第 ２ 内 導 体 と  
が 重 複 す る 部 分 を 内 側 重 複 部 分 と し 、 前 記 接 続 方 向 に お い て 前 記 第 １ 外 導 体 と 前 記 第 ２ 外  
導 体 と が 重 複 す る 部 分 を 外 側 重 複 部 分 と し た と き 、 前 記 第 １ 誘 電 体 お よ び 前 記 第 ２ 誘 電 体  
は 共 に 、 前 記 接 続 方 向 に お い て 前 記 内 側 重 複 部 分 お よ び 前 記 外 側 重 複 部 分 の 双 方 を 避 け て  
位 置 す る 、 同 軸 コ ネ ク タ の 接 続 構 造 で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 開 示 に よ れ ば 、 第 １ 同 軸 コ ネ ク タ に 対 す る 第 ２ 同 軸 コ ネ ク タ の 接 続 位 置 が ず れ て も 、  
安 定 し た 通 信 性 能 が 得 ら れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 図 １ 】 図 １ は 実 施 形 態 に 係 る 機 器 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 ２ は 図 １ の Ｉ Ｉ － Ｉ Ｉ 線 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ３ は 同 軸 コ ネ ク タ の 接 続 構 造 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ４ は 同 上 の 接 続 構 造 を 示 す 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ５ は 図 ３ の 拡 大 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ６ は 第 １ 誘 電 体 に 対 す る 第 １ 内 導 体 の 固 定 箇 所 を 示 す 部 分 破 断 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 ７ は 同 軸 コ ネ ク タ の 接 続 構 造 の 他 の 状 態 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 図 ８ は 同 軸 コ ネ ク タ の 接 続 構 造 の さ ら に 他 の 状 態 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ［ 本 開 示 の 実 施 形 態 の 説 明 ］
　 最 初 に 本 開 示 の 実 施 態 様 を 列 記 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 開 示 の 同 軸 コ ネ ク タ の 接 続 構 造 は 、 次 の 通 り で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 （ １ ） 第 １ 同 軸 コ ネ ク タ と 第 ２ 同 軸 コ ネ ク タ と が 接 続 さ れ た 同 軸 コ ネ ク タ の 接 続 構 造 で  
あ っ て 、 前 記 第 １ 同 軸 コ ネ ク タ は 、 第 １ 内 導 体 と 、 前 記 第 １ 内 導 体 の 外 周 側 を 囲 む 第 １ 外  
導 体 と 、 前 記 第 １ 内 導 体 と 前 記 第 １ 外 導 体 と の 間 に 位 置 す る 第 １ 誘 電 体 と を 含 み 、 前 記 第  
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２ 同 軸 コ ネ ク タ は 、 第 ２ 内 導 体 と 、 前 記 第 ２ 内 導 体 の 外 周 側 を 囲 む 第 ２ 外 導 体 と 、 前 記 第  
２ 内 導 体 と 前 記 第 ２ 外 導 体 と の 間 に 位 置 す る 第 ２ 誘 電 体 と を 含 み 、 前 記 第 １ 同 軸 コ ネ ク タ  
と 前 記 第 ２ 同 軸 コ ネ ク タ と の 接 続 状 態 で 、 前 記 第 １ 同 軸 コ ネ ク タ と 前 記 第 ２ 同 軸 コ ネ ク タ  
と の 接 続 方 向 に お い て 前 記 第 １ 内 導 体 と 前 記 第 ２ 内 導 体 と が 重 複 す る 部 分 を 内 側 重 複 部 分  
と し 、 前 記 接 続 方 向 に お い て 前 記 第 １ 外 導 体 と 前 記 第 ２ 外 導 体 と が 重 複 す る 部 分 を 外 側 重  
複 部 分 と し た と き 、 前 記 第 １ 誘 電 体 お よ び 前 記 第 ２ 誘 電 体 は 共 に 、 前 記 接 続 方 向 に お い て  
前 記 内 側 重 複 部 分 お よ び 前 記 外 側 重 複 部 分 の 双 方 を 避 け て 位 置 す る 、 同 軸 コ ネ ク タ の 接 続  
構 造 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 こ の 場 合 、 第 １ 誘 電 体 お よ び 第 ２ 誘 電 体 は 共 に 、 接 続 方 向 に お い て 内 側 重 複 部 分 お よ び  
外 側 重 複 部 分 の 双 方 を 避 け て 位 置 す る 。 こ の た め 、 同 軸 コ ネ ク タ の 接 続 構 造 に お い て 、 内  
側 重 複 部 分 と 、 外 側 重 複 部 分 と の 間 に 空 気 が 介 在 す る こ と を 前 提 と し て 、 所 望 の 通 信 性 能  
が 得 ら れ る よ う に 、 第 １ 同 軸 コ ネ ク タ と 第 ２ 同 軸 コ ネ ク タ と が 設 計 さ れ 得 る 。 こ の 場 合 、  
第 １ 同 軸 コ ネ ク タ に 対 す る 第 ２ 同 軸 コ ネ ク タ の 接 続 位 置 が ず れ て も 、 接 続 方 向 に お い て 空  
気 の 介 在 部 分 の 長 さ が 変 動 す る だ け で あ る 。 内 側 重 複 部 分 と 外 側 重 複 部 分 と の ほ と ん ど の  
部 分 に 誘 電 体 が 介 在 す る こ と を 想 定 し て 各 同 軸 コ ネ ク タ が 設 計 さ れ る 場 合 と 比 較 し て 、 安  
定 し た 通 信 性 能 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 （ ２ ） （ １ ） の 同 軸 コ ネ ク タ の 接 続 構 造 で あ っ て 、 前 記 第 １ 誘 電 体 は 、 前 記 接 続 方 向 に  
お い て 、 前 記 内 側 重 複 部 分 お よ び 前 記 外 側 重 複 部 分 の 双 方 よ り も 、 前 記 第 １ 内 導 体 お よ び  
前 記 第 １ 外 導 体 の そ れ ぞ れ の 基 端 側 に 位 置 し 、 前 記 第 ２ 誘 電 体 は 、 前 記 接 続 方 向 に お い て  
、 前 記 内 側 重 複 部 分 お よ び 前 記 外 側 重 複 部 分 の 双 方 よ り も 、 前 記 第 ２ 内 導 体 お よ び 前 記 第  
２ 外 導 体 の そ れ ぞ れ の 基 端 側 に 位 置 し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 こ の 場 合 、 第 １ 誘 電 体 は 、 内 側 重 複 部 分 お よ び 外 側 重 複 部 分 の 双 方 よ り も 、 第 １ 内 導 体  
お よ び 第 １ 外 導 体 の そ れ ぞ れ の 基 端 側 で 、 第 １ 内 導 体 と 第 １ 外 導 体 と を 一 定 の 位 置 関 係 に  
保 つ こ と が で き る 。 第 ２ 誘 電 体 は 、 内 側 重 複 部 分 お よ び 外 側 重 複 部 分 の 双 方 よ り も 、 第 ２  
内 導 体 お よ び 第 ２ 外 導 体 の そ れ ぞ れ の 基 端 側 で 、 第 ２ 内 導 体 と 第 ２ 外 導 体 と を 一 定 の 位 置  
関 係 に 保 つ こ と が で き る 。 こ の た め 、 空 気 層 を 設 け つ つ 、 同 軸 コ ネ ク タ の 同 軸 状 態 が 保 た  
れ 易 く な り 、 通 信 性 能 が 安 定 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 （ ３ ） （ １ ） ま た は （ ２ ） の 同 軸 コ ネ ク タ の 接 続 構 造 で あ っ て 、 前 記 接 続 方 向 に お い て  
前 記 内 側 重 複 部 分 お よ び 前 記 外 側 重 複 部 分 の そ れ ぞ れ に 許 容 最 大 長 が 設 定 さ れ て お り 、 前  
記 第 １ 誘 電 体 お よ び 前 記 第 ２ 誘 電 体 は 共 に 、 そ れ ぞ れ の 前 記 許 容 最 大 長 と な っ た 状 態 の 前  
記 内 側 重 複 部 分 お よ び 前 記 外 側 重 複 部 分 の 双 方 を 避 け て 位 置 し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 第 １ 同 軸 コ ネ ク タ に 対 し て 第 ２ 同 軸 コ ネ ク タ が 公 差 範 囲 内 で 接 続 過 多 状 態 と な っ た 場 合  
に 、 内 側 重 複 部 分 お よ び 外 側 重 複 部 分 の そ れ ぞ れ が 許 容 最 大 長 と な る こ と が 想 定 さ れ る 。  
こ の 場 合 で も 、 内 側 重 複 部 分 と 外 側 重 複 部 分 と の 間 に 空 気 が 介 在 す る た め 、 安 定 し た 通 信  
性 能 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 （ ４ ） （ １ ） か ら （ ３ ） の い ず れ か １ つ に 記 載 の 同 軸 コ ネ ク タ の 接 続 構 造 で あ っ て 、 前  
記 第 １ 内 導 体 は 、 第 １ 内 導 体 筒 部 と 、 前 記 第 １ 内 導 体 筒 部 の 先 端 か ら 突 出 す る 第 １ 内 導 体  
弾 性 片 と を 含 み 、 前 記 第 ２ 内 導 体 は 、 前 記 第 １ 内 導 体 弾 性 片 が 弾 性 的 に 接 触 す る 第 ２ 内 導  
体 筒 部 を 含 み 、 前 記 第 １ 誘 電 体 は 、 前 記 第 １ 内 導 体 筒 部 の う ち の 基 端 側 部 分 を 囲 ん で お り  
、 前 記 第 １ 誘 電 体 は 、 前 記 第 １ 内 導 体 筒 部 の 先 端 か ら 前 記 接 続 方 向 に お い て 前 記 第 １ 内 導  
体 弾 性 片 の 突 出 長 さ の 半 分 以 上 離 間 し て 前 記 第 １ 内 導 体 筒 部 の 基 端 側 に 位 置 し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 こ の 場 合 、 第 １ 誘 電 体 は 、 内 側 重 複 部 分 お よ び 外 側 重 複 部 分 の そ れ ぞ れ を 避 け て 位 置 し  
易 い 。
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【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ( ５ ) （ １ ） か ら （ ４ ） の い ず れ か １ つ の 同 軸 コ ネ ク タ の 接 続 構 造 で あ っ て 、 前 記 第 ２ 内  
導 体 は 、 第 ２ 内 導 体 筒 部 と 第 ２ 内 導 体 延 長 筒 部 と を 含 み 、 前 記 第 ２ 外 導 体 は 、 第 ２ 外 導 体  
筒 部 と 第 ２ 外 導 体 延 長 筒 部 と を 含 み 、 前 記 第 ２ 内 導 体 筒 部 は 、 前 記 第 １ 内 導 体 に 接 続 さ れ  
る 部 分 で あ り 、 前 記 第 ２ 外 導 体 筒 部 は 、 前 記 第 １ 外 導 体 に 接 続 さ れ る 部 分 で あ り 、 前 記 第  
２ 外 導 体 筒 部 は 、 前 記 第 ２ 内 導 体 筒 部 の 周 り に 同 軸 上 に 配 置 さ れ 、 前 記 第 ２ 誘 電 体 は 、 前  
記 接 続 方 向 に お い て 、 前 記 第 ２ 内 導 体 筒 部 と 前 記 第 ２ 外 導 体 筒 部 と の 間 を 避 け て 前 記 第 ２  
内 導 体 延 長 筒 部 と 前 記 第 ２ 外 導 体 延 長 筒 部 と の 間 に 配 置 さ れ て い て も よ い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ の 場 合 、 内 側 重 複 部 分 と 外 側 重 複 部 分 と の 間 に 空 気 を 配 置 し 易 い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 （ ６ ） （ １ ） か ら （ ４ ） の い ず れ か １ つ の 同 軸 コ ネ ク タ の 接 続 構 造 で あ っ て 、 前 記 第 １  
内 導 体 は 、 第 １ 内 導 体 筒 部 と 、 前 記 第 １ 内 導 体 筒 部 の 先 端 か ら 突 出 す る 第 １ 内 導 体 弾 性 片  
と を 含 み 、 前 記 第 １ 外 導 体 は 、 第 １ 外 導 体 筒 部 と 、 前 記 第 １ 外 導 体 筒 部 の 先 端 か ら 突 出 す  
る 第 １ 外 導 体 弾 性 片 と を 含 み 、 前 記 第 ２ 内 導 体 は 、 前 記 第 １ 内 導 体 弾 性 片 が 弾 性 的 に 接 触  
す る 第 ２ 内 導 体 筒 部 を 含 み 、 前 記 第 ２ 外 導 体 は 、 前 記 第 １ 外 導 体 弾 性 片 が 弾 性 的 に 接 触 す  
る 第 ２ 外 導 体 筒 部 を 含 み 、 前 記 第 １ 内 導 体 弾 性 片 は 、 前 記 第 ２ 内 導 体 筒 部 の 内 周 面 に 弾 性  
的 に 接 触 し 、 前 記 第 １ 外 導 体 弾 性 片 は 、 前 記 第 ２ 外 導 体 筒 部 の 外 周 面 に 弾 性 的 に 接 触 し て  
も よ い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 こ れ に よ り 、 第 ２ 内 導 体 筒 部 と 第 ２ 外 導 体 筒 部 と の 間 に 、 弾 性 片 が 介 在 す る こ と が 抑 制  
さ れ る 。 こ れ に よ り 、 同 軸 コ ネ ク タ の 接 続 構 造 に お け る 通 信 性 能 を 、 第 ２ 内 導 体 筒 部 と 第  
２ 外 導 体 筒 部 と を 基 準 と し て 設 計 す る こ と が で き 、 当 該 設 計 を 容 易 に 行 え る 。 ま た 、 第 ２  
内 導 体 筒 部 と 第 ２ 外 導 体 筒 部 と は 、 第 ２ 同 軸 コ ネ ク タ の 構 成 部 分 で あ る た め 、 第 ２ 内 導 体  
筒 部 と 第 ２ 外 導 体 筒 部 と の 位 置 関 係 を 一 定 に 保 ち や す い 。 こ の た め 、 よ り 安 定 し た 通 信 性  
能 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 （ ７ ） （ １ ） か ら （ ６ ） の い ず れ か １ つ の 同 軸 コ ネ ク タ の 接 続 構 造 で あ っ て 、 前 記 第 １  
内 導 体 は 、 前 記 第 １ 内 導 体 の 基 端 部 外 周 面 か ら 外 周 側 に 突 出 す る と 共 に 、 前 記 第 １ 内 導 体  
の 中 心 軸 に 沿 っ て 延 び る 位 置 決 め 片 を 含 み 、 前 記 第 １ 誘 電 体 は 、 前 記 第 １ 内 導 体 の 前 記 基  
端 部 が 挿 入 さ れ る 挿 入 孔 と 、 前 記 位 置 決 め 片 が 嵌 め 込 ま れ る 位 置 決 め 溝 と が 形 成 さ れ 、 前  
記 挿 入 孔 に 前 記 第 １ 内 導 体 の 前 記 基 端 部 が 挿 入 さ れ た 状 態 で 、 前 記 位 置 決 め 片 が 前 記 位 置  
決 め 溝 に 嵌 め 込 ま れ る こ と で 、 前 記 第 １ 内 導 体 が 前 記 第 １ 誘 電 体 に 挿 入 状 態 で 固 定 さ れ て  
い て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ れ に よ り 、 第 １ 内 導 体 が 第 １ 誘 電 体 に し っ か り と 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 （ ８ ） （ ７ ） の 同 軸 コ ネ ク タ の 接 続 構 造 で あ っ て 、 前 記 位 置 決 め 片 の 突 出 端 部 に は 、 前  
記 位 置 決 め 溝 の 内 部 で 前 記 第 １ 誘 電 体 に 引 っ 掛 か る 抜 止 め 突 起 が 形 成 さ れ て い て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 こ れ に よ り 、 位 置 決 め 片 の 突 出 端 部 の 抜 止 め 突 起 が 位 置 決 め 溝 の 内 部 で 第 １ 誘 電 体 に 引  
っ 掛 か る こ と で 、 第 １ 内 導 体 が 第 １ 誘 電 体 か ら 抜 け 難 く な る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 （ ９ ） （ ７ ） ま た は （ ８ ） の 同 軸 コ ネ ク タ の 接 続 構 造 で あ っ て 、 前 記 第 １ 誘 電 体 の う ち  
前 記 挿 入 孔 を 囲 む 部 分 に は 、 前 記 第 １ 内 導 体 の 先 端 側 に 向 か っ て 環 状 に 突 出 す る 保 持 環 状  
凸 部 が 形 成 さ れ て い て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 こ の 場 合 、 保 持 環 状 凸 部 で も 第 １ 内 導 体 を 保 持 で き る の で 、 第 １ 内 導 体 が よ り し っ か り  
と 保 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
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　 （ １ ０ ） （ ７ ） か ら （ ９ ） の い ず れ か １ つ の 同 軸 コ ネ ク タ の 接 続 構 造 で あ っ て 、 前 記 第  
１ 誘 電 体 の う ち 前 記 第 １ 外 導 体 側 の 外 周 部 分 に は 、 前 記 第 １ 内 導 体 の 先 端 側 に 向 か っ て 環  
状 に 突 出 す る 外 周 環 状 凸 部 が 形 成 さ れ て い て も よ い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 こ の 場 合 、 外 周 環 状 凸 部 が 第 １ 外 導 体 に 接 触 す る こ と で 、 第 １ 誘 電 体 に 対 し て 第 １ 外 導  
体 の 姿 勢 が 安 定 し 易 い 。 こ れ に よ り 、 第 １ 内 導 体 と 第 １ 外 導 体 と の 位 置 関 係 が 安 定 し 、 通  
信 性 能 が 安 定 し 易 い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 （ １ １ ） （ １ ） か ら （ １ ０ ） の い ず れ か １ つ の 同 軸 コ ネ ク タ の 接 続 構 造 で あ っ て 、 前 記  
第 １ 同 軸 コ ネ ク タ は 、 回 路 基 板 に 固 定 さ れ る 基 板 側 同 軸 コ ネ ク タ で あ り 、 前 記 第 ２ 同 軸 コ  
ネ ク タ は 、 前 記 第 １ 同 軸 コ ネ ク タ と 第 ３ 同 軸 コ ネ ク タ と を 中 継 接 続 す る 中 継 同 軸 コ ネ ク タ  
で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 こ の よ う に 、 第 ２ 同 軸 コ ネ ク タ が 、 第 １ 同 軸 コ ネ ク タ と 第 ３ 同 軸 コ ネ ク タ と を 中 継 接 続  
す る 中 継 同 軸 コ ネ ク タ で あ る 場 合 、 第 １ 同 軸 コ ネ ク タ と 第 ３ 同 軸 コ ネ ク タ と の 位 置 関 係 に  
応 じ て 、 第 １ 同 軸 コ ネ ク タ に 対 す る 第 ２ 同 軸 コ ネ ク タ の 位 置 が 変 動 す る 可 能 性 が あ る 。 こ  
の よ う な 場 合 に 、 第 １ 同 軸 コ ネ ク タ と 第 ２ 同 軸 コ ネ ク タ と の 間 で 安 定 し た 通 信 性 能 が 得 ら  
れ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ［ 本 開 示 の 実 施 形 態 の 詳 細 ］
　 本 開 示 の 同 軸 コ ネ ク タ の 接 続 構 造 の 具 体 例 を 、 以 下 に 図 面 を 参 照 し つ つ 説 明 す る 。 な お  
、 本 開 示 は こ れ ら の 例 示 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 特 許 請 求 の 範 囲 に よ っ て 示 さ れ 、 特  
許 請 求 の 範 囲 と 均 等 の 意 味 お よ び 範 囲 内 で の す べ て の 変 更 が 含 ま れ る こ と が 意 図 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 [ 実 施 形 態 ]
　 以 下 、 実 施 形 態 に 係 る 同 軸 コ ネ ク タ の 接 続 構 造 に つ い て 説 明 す る 。 図 １ は 同 軸 コ ネ ク タ  
の 接 続 構 造 ２ ８ を 備 え る 機 器 １ ０ を 示 す 斜 視 図 で あ る 。 図 ２ は 図 １ の Ｉ Ｉ － Ｉ Ｉ 線 断 面 図  
で あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ＜ 機 器 の 全 体 構 成 に つ い て ＞
　 機 器 １ ０ は 、 例 え ば 、 カ メ ラ 機 器 で あ る 。 カ メ ラ 機 器 は 、 例 え ば 、 車 載 用 の 機 器 で あ る  
。 機 器 １ ０ は 、 カ メ ラ 機 器 で な く て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 機 器 １ ０ は 、 ケ ー ス １ ２ と 、 電 気 部 品 ２ ０ と 、 外 部 接 続 用 同 軸 コ ネ ク タ ３ ０ と を 備 え る  
。 ケ ー ス １ ２ 内 に 電 気 部 品 ２ ０ が 収 容 さ れ て い る 。 外 部 接 続 用 同 軸 コ ネ ク タ ３ ０ は 、 電 気  
部 品 ２ ０ と 、 外 部 の 電 気 部 品 と を 接 続 す る た め の コ ネ ク タ で あ る 。 例 え ば 、 外 部 接 続 用 同  
軸 コ ネ ク タ ３ ０ は 、 外 部 の 電 気 部 品 に 接 続 さ れ た ケ ー ブ ル が 接 続 さ れ る コ ネ ク タ で あ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 ケ ー ス １ ２ は 、 第 １ ケ ー ス １ ３ と 、 第 ２ ケ ー ス １ ４ と を 備 え て い る 。 第 １ ケ ー ス １ ３ お  
よ び 第 ２ ケ ー ス １ ４ は 、 例 え ば 、 樹 脂 に よ っ て 形 成 さ れ る 。 第 １ ケ ー ス １ ３ と 第 ２ ケ ー ス  
１ ４ と が 合 体 す る こ と で 、 電 気 部 品 ２ ０ を 収 容 す る 直 方 体 箱 状 の ケ ー ス １ ２ が 構 成 さ れ る  
。 機 器 １ ０ が カ メ ラ 機 器 で あ る 場 合 、 第 １ ケ ー ス １ ３ は 撮 像 用 の レ ン ズ ま た は 窓 を 有 し て  
お り 、 第 ２ ケ ー ス １ ４ が 外 部 接 続 用 同 軸 コ ネ ク タ ３ ０ を 有 し て い る こ と が 想 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 よ り 具 体 的 に は 、 ケ ー ス １ ２ の 底 部 １ ５ に 保 持 筒 部 １ ６ が 突 設 さ れ て い る 。 保 持 筒 部 １  
６ は 、 円 筒 で あ り 、 底 部 １ ５ の 中 央 部 か ら 外 側 に 突 出 し て い る 。 保 持 筒 部 １ ６ の 内 側 開 口  
は 第 ２ ケ ー ス １ ４ 内 に 開 口 し 、 保 持 筒 部 １ ６ の 外 側 開 口 は 第 ２ ケ ー ス １ ４ 外 に 開 口 し て い  
る 。 保 持 筒 部 １ ６ の 中 心 軸 Ｘ に 沿 っ た 方 向 の 中 間 部 に 保 持 仕 切 部 １ ７ が 形 成 さ れ て い る 。  
本 実 施 形 態 で は 、 保 持 筒 部 １ ６ の 中 心 軸 Ｘ に 沿 っ た 方 向 の 中 間 で あ っ て 内 側 開 口 寄 り の 位  
置 に 保 持 仕 切 部 １ ７ が 形 成 さ れ て い る 。 保 持 仕 切 部 １ ７ は 、 保 持 筒 部 １ ６ の う ち 内 側 開 口  
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側 の 空 間 と 、 外 側 開 口 側 の 空 間 と を 仕 切 っ て い る 。 保 持 仕 切 部 １ ７ に 保 持 孔 １ ７ ｈ が 形 成  
さ れ て お り 、 当 該 保 持 孔 １ ７ ｈ に 外 部 接 続 用 同 軸 コ ネ ク タ ３ ０ が 挿 入 さ れ て 保 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 外 部 接 続 用 同 軸 コ ネ ク タ ３ ０ は 、 外 部 接 続 用 内 導 体 ３ ２ と 、 外 部 接 続 用 誘 電 体 ３ ４ と 、  
外 部 接 続 用 外 導 体 ３ ６ と を 備 え る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 外 部 接 続 用 内 導 体 ３ ２ は 、 細 長 い 棒 状 に 形 成 さ れ て お り 、 金 属 等 の 導 電 材 料 に よ っ て 形  
成 さ れ て い る 。 外 部 接 続 用 内 導 体 ３ ２ は 、 後 述 す る 第 ２ 内 導 体 ８ ０ に 挿 入 接 続 さ れ る ピ ン  
状 の 相 手 側 内 導 体 の 一 例 で あ る 。 外 部 接 続 用 誘 電 体 ３ ４ は 、 樹 脂 等 の 絶 縁 体 に よ っ て 形 成  
さ れ て お り 、 外 部 接 続 用 内 導 体 ３ ２ の 周 り を 囲 ん で い る 。 外 部 接 続 用 外 導 体 ３ ６ は 、 金 属  
等 の 導 電 材 料 に よ っ て 形 成 さ れ て い る 。 外 部 接 続 用 外 導 体 ３ ６ は 、 外 部 接 続 用 誘 電 体 ３ ４  
の 周 り を 囲 む 筒 状 に 形 成 さ れ て い る 。 外 部 接 続 用 外 導 体 ３ ６ は 、 第 ２ 外 導 体 ９ ０ が 接 続 さ  
れ る 相 手 側 外 導 体 の 一 例 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 電 気 部 品 ２ ０ は 、 例 え ば 、 基 板 に 電 子 部 品 が 実 装 さ れ た 実 装 基 板 で あ る 。 機 器 １ ０ が カ  
メ ラ 機 器 で あ る 場 合 、 電 気 部 品 ２ ０ は 、 回 路 基 板 ２ １ と 、 当 該 回 路 基 板 ２ １ に 実 装 さ れ た  
撮 像 素 子 ２ ２ で あ る こ と が 想 定 さ れ る 。 撮 像 素 子 ２ ２ は 、 第 １ ケ ー ス １ ３ の 撮 像 用 の レ ン  
ズ ま た は 窓 に 対 向 し 、 当 該 レ ン ズ ま た は 窓 を 回 し て 外 側 景 色 を 撮 像 す る 。 以 下 、 撮 像 素 子  
２ ２ が 向 く 第 １ ケ ー ス １ ３ 側 を 前 側 、 そ れ と は 反 対 側 の 第 ２ ケ ー ス １ ４ 側 を 後 側 と い う 場  
合 が あ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 機 器 １ ０ に 同 軸 コ ネ ク タ の 接 続 構 造 ２ ８ が 組 込 ま れ る 。 同 軸 コ ネ ク タ の 接 続 構 造 ２ ８ は  
、 第 １ 同 軸 コ ネ ク タ ４ ０ と 第 ２ 同 軸 コ ネ ク タ ７ ０ と の 接 続 構 造 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 本 実 施 形 態 で は 、 回 路 基 板 ２ １ の う ち 撮 像 素 子 ２ ２ と は 反 対 側 の 面 に 第 １ 同 軸 コ ネ ク タ  
４ ０ が 設 け ら れ る 。 第 １ 同 軸 コ ネ ク タ ４ ０ は 、 回 路 基 板 ２ １ に 固 定 さ れ る 基 板 側 同 軸 コ ネ  
ク タ の 一 例 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 第 １ 同 軸 コ ネ ク タ ４ ０ は 、 第 １ 内 導 体 ５ ０ と 、 第 １ 内 導 体 ５ ０ の 外 周 側 を 囲 む 第 １ 外 導  
体 ６ ０ と 、 第 １ 内 導 体 ５ ０ と 第 １ 外 導 体 ６ ０ と の 間 に 位 置 す る 第 １ 誘 電 体 ４ ２ と を 含 む 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 第 １ 誘 電 体 ４ ２ は 、 第 １ 内 導 体 ５ ０ の 周 囲 を 囲 ん で い る 。 第 １ 誘 電 体 ４ ２ は 、 絶 縁 体 に  
よ っ て 形 成 さ れ て い る 。 第 １ 誘 電 体 ４ ２ の 周 囲 を 第 １ 外 導 体 ６ ０ が 囲 ん で い る 。 第 １ 内 導  
体 ５ ０ の 基 端 部 と 第 １ 外 導 体 ６ ０ の 基 端 部 と が 回 路 基 板 ２ １ に は ん だ 付 け 等 に よ っ て 固 定  
さ れ る 。 こ れ よ り 、 第 １ 内 導 体 ５ ０ と 第 １ 外 導 体 ６ ０ と が 回 路 基 板 ２ １ の 回 路 に 電 気 的 に  
接 続 さ れ る と 共 に 、 回 路 基 板 ２ １ か ら 突 出 し た 状 態 で 固 定 さ れ る 。 第 １ 同 軸 コ ネ ク タ ４ ０  
は 、 回 路 基 板 ２ １ か ら 外 部 接 続 用 同 軸 コ ネ ク タ ３ ０ に 向 け て 突 出 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 第 １ 同 軸 コ ネ ク タ ４ ０ に 第 ２ 同 軸 コ ネ ク タ ７ ０ が 接 続 さ れ る 。 第 ２ 同 軸 コ ネ ク タ ７ ０ は  
、 第 ２ 内 導 体 ８ ０ と 、 第 ２ 内 導 体 ８ ０ の 外 周 側 を 囲 む 第 ２ 外 導 体 ９ ０ と 、 第 ２ 内 導 体 ８ ０  
と 第 ２ 外 導 体 ９ ０ と の 間 に 位 置 す る 第 ２ 誘 電 体 ７ ２ と を 含 む 。 第 ２ 誘 電 体 ７ ２ は 、 第 ２ 内  
導 体 ８ ０ の 周 囲 を 囲 ん で い る 。 第 ２ 誘 電 体 ７ ２ は 、 絶 縁 体 に よ っ て 構 成 さ れ て い る 。 第 ２  
誘 電 体 ７ ２ の 周 囲 を 第 ２ 外 導 体 ９ ０ が 囲 ん で い る 。 第 １ 内 導 体 ５ ０ が 第 ２ 内 導 体 ８ ０ に 挿  
入 接 続 さ れ る と 共 に 、 第 ２ 外 導 体 ９ ０ が 第 １ 外 導 体 ６ ０ に 挿 入 接 続 さ れ た 状 態 で 、 第 ２ 同  
軸 コ ネ ク タ ７ ０ が 第 １ 同 軸 コ ネ ク タ ４ ０ に 接 続 さ れ て い る 。 第 ２ 同 軸 コ ネ ク タ ７ ０ は 、 第  
１ 同 軸 コ ネ ク タ ４ ０ か ら さ ら に 外 部 接 続 用 同 軸 コ ネ ク タ ３ ０ に 向 け て 突 出 し て い る 。 第 ２  
同 軸 コ ネ ク タ ７ ０ が 、 第 １ 同 軸 コ ネ ク タ ４ ０ と 外 部 接 続 用 同 軸 コ ネ ク タ ３ ０ と を 中 継 接 続  
す る 。 第 ２ 同 軸 コ ネ ク タ ７ ０ は 、 第 １ 同 軸 コ ネ ク タ ４ ０ お よ び 外 部 接 続 用 同 軸 コ ネ ク タ ３  
０ に 対 し て 姿 勢 変 更 可 能 に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】



10

20

30

40

50

JP 2024-175757 A 2024.12.19(9)

　 外 部 接 続 用 同 軸 コ ネ ク タ ３ ０ は 、 第 ３ 同 軸 コ ネ ク タ で あ り 、 第 ２ 同 軸 コ ネ ク タ ７ ０ は 、  
第 １ 同 軸 コ ネ ク タ ４ ０ と 第 ３ 同 軸 コ ネ ク タ と を 中 継 接 続 す る 中 継 同 軸 コ ネ ク タ で あ る と 把  
握 さ れ て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 外 部 接 続 用 同 軸 コ ネ ク タ ３ ０ は 、 第 ２ ケ ー ス １ ４ 側 、 即 ち 、 ケ ー ス １ ２ の 後 側 に 設 け ら  
れ る 。 ケ ー ス １ ２ 内 で 、 第 ２ 同 軸 コ ネ ク タ ７ ０ が 外 部 接 続 用 同 軸 コ ネ ク タ ３ ０ に 接 続 さ れ  
て い る 。 外 部 か ら の ケ ー ブ ル が 、 当 該 外 部 接 続 用 同 軸 コ ネ ク タ ３ ０ に 接 続 さ れ る こ と で 、  
当 該 ケ ー ブ ル の 接 続 先 で あ る 外 部 の 電 気 部 品 と 、 ケ ー ス １ ２ 内 の 電 気 部 品 ２ ０ と が 電 気 的  
に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 ケ ー ス １ ２ 内 に お い て 回 路 基 板 ２ １ は 一 定 位 置 に 支 持 さ れ る 。 設 計 上 は 、 外 部 接 続 用 同  
軸 コ ネ ク タ ３ ０ に 対 す る 第 １ 同 軸 コ ネ ク タ ４ ０ の 位 置 は 一 定 位 置 に 設 定 さ れ る 。 し か し な  
が ら 、 公 差 範 囲 内 で 、 外 部 接 続 用 同 軸 コ ネ ク タ ３ ０ に 対 す る 第 １ 同 軸 コ ネ ク タ ４ ０ の 位 置  
が 設 計 上 の 位 置 か ら ず れ る 可 能 性 が あ る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 本 実 施 形 態 で は 、 第 １ 同 軸 コ ネ ク タ ４ ０ に 対 す る 第 ２ 同 軸 コ ネ ク タ ７ ０ の 挿 入 量 は 、 第  
１ 内 導 体 ５ ０ と 第 ２ 内 導 体 ８ ０ と が 電 気 的 接 触 を 維 持 で き 、 か つ 、 第 １ 外 導 体 ６ ０ と 第 ２  
外 導 体 と が 電 気 的 接 触 を 維 持 で き る 範 囲 で 、 調 整 可 能 で あ る 。 ま た 、 第 ２ 同 軸 コ ネ ク タ ７  
０ は 、 第 １ 同 軸 コ ネ ク タ ４ ０ お よ び 外 部 接 続 用 同 軸 コ ネ ク タ ３ ０ に 対 し て 傾 い た 状 態 で 挿  
入 接 続 可 能 で あ る 。 こ れ に よ り 、 本 機 器 １ ０ の 組 付 作 業 時 ま た は 完 成 状 態 に お い て 、 第 １  
同 軸 コ ネ ク タ ４ ０ に 対 す る 外 部 接 続 用 同 軸 コ ネ ク タ ３ ０ の 距 離 が 変 動 し た と し て も 、 第 １  
同 軸 コ ネ ク タ ４ ０ に 対 す る 第 ２ 同 軸 コ ネ ク タ ７ ０ の 挿 入 量 を 調 整 す る こ と で 、 当 該 距 離 変  
動 を 吸 収 で き る 。 ま た 、 外 部 接 続 用 同 軸 コ ネ ク タ ３ ０ が 、 第 １ 同 軸 コ ネ ク タ ４ ０ に 対 し て  
同 軸 上 で 対 向 す る 位 置 か ら ず れ て い た と し て も 、 第 １ 同 軸 コ ネ ク タ ４ ０ お よ び 外 部 接 続 用  
同 軸 コ ネ ク タ ３ ０ に 対 し て 第 ２ 同 軸 コ ネ ク タ ７ ０ が 傾 く こ と で 、 当 該 位 置 ず れ が 吸 収 さ れ  
る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 ＜ 同 軸 コ ネ ク タ の 接 続 構 造 に つ い て ＞
　 同 軸 コ ネ ク タ の 接 続 構 造 ２ ８ に つ い て よ り 具 体 的 に 説 明 す る 。 図 ３ は 同 軸 コ ネ ク タ の 接  
続 構 造 ２ ８ を 示 す 斜 視 図 で あ る 。 図 ４ は 同 接 続 構 造 を 示 す 分 解 斜 視 図 で あ る 。 図 ５ は 図 ３  
の 拡 大 断 面 図 で あ る 。 図 ６ は 第 １ 誘 電 体 ４ ２ に 対 す る 第 １ 内 導 体 ５ ０ の 固 定 箇 所 を 示 す 部  
分 破 断 斜 視 図 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 第 １ 同 軸 コ ネ ク タ ４ ０ お よ び 第 ２ 同 軸 コ ネ ク タ ７ ０ の そ れ ぞ れ に つ い て よ り 具 体 的 に 説  
明 し て か ら 、 両 同 軸 コ ネ ク タ ４ ０ 、 ７ ０ の 位 置 関 係 に 着 目 し て 接 続 構 造 ２ ８ に つ い て よ り  
具 体 的 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 ＜ 第 １ 同 軸 コ ネ ク タ に つ い て ＞
　 上 記 し た よ う に 第 １ 同 軸 コ ネ ク タ ４ ０ は 、 第 １ 内 導 体 ５ ０ と 、 第 １ 外 導 体 ６ ０ と 、 第 １  
誘 電 体 ４ ２ と を 含 む 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 第 １ 内 導 体 ５ ０ は 、 細 長 い 導 電 性 部 材 で あ る 。 本 実 施 形 態 で は 、 第 １ 内 導 体 ５ ０ は 、 金  
属 板 を プ レ ス 加 工 す る こ と に よ っ て 形 成 さ れ て い る 。 な お 、 第 １ 内 導 体 は 、 金 属 材 を 切 削  
加 工 す る こ と に よ っ て 形 成 さ れ て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 よ り 具 体 的 に は 、 第 １ 内 導 体 ５ ０ は 、 第 １ 内 導 体 筒 部 ５ ２ と 、 第 １ 内 導 体 弾 性 片 ５ ６ と  
を 含 む 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 第 １ 内 導 体 筒 部 ５ ２ は 、 筒 状 、 よ り 具 体 的 に は 、 円 筒 状 に 形 成 さ れ て い る 。 第 １ 内 導 体  
５ ０ の 基 端 部 は 、 第 １ 誘 電 体 ４ ２ に 収 容 保 持 さ れ る 。 な お 、 第 １ 同 軸 コ ネ ク タ ４ ０ に お い  
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て 、 先 端 と は 第 ２ 同 軸 コ ネ ク タ ７ ０ が 接 続 さ れ る 側 の 端 で あ り 、 基 端 と は 当 該 先 端 の 反 対  
側 の 端 、 こ こ で は 、 回 路 基 板 ２ １ を 向 く 側 の 端 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 第 １ 内 導 体 筒 部 ５ ２ の 基 端 部 に お け る 周 方 向 の １ 部 か ら 外 周 側 に 突 出 す る よ う に 位 置 決  
め 片 ５ ３ が 形 成 さ れ て い る 。 位 置 決 め 片 ５ ３ は 、 第 １ 内 導 体 筒 部 ５ ２ の 中 心 軸 に 沿 う 板 状  
部 分 で あ り 、 本 実 施 形 態 で は 、 方 形 板 状 部 分 で あ る 。 位 置 決 め 片 ５ ３ は 、 ２ 枚 の 板 状 部 分  
が 重 な っ た 構 成 と さ れ て い る 。 本 実 施 形 態 で は 、 板 状 部 分 が 筒 を な す よ う に プ レ ス 加 工 さ  
れ る こ と で 第 １ 内 導 体 筒 部 ５ ２ が 形 成 さ れ る 。 当 該 筒 の 継 目 で 隣 接 す る ２ つ の 縁 部 の そ れ  
ぞ れ か ら 板 状 部 分 が 外 周 側 に 突 出 し て お り 、 当 該 ２ つ の 板 状 部 分 が 重 な る こ と で 位 置 決 め  
片 ５ ３ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 位 置 決 め 片 ５ ３ の 突 出 端 部 ５ ３ ｅ に 、 第 １ 誘 電 体 ４ ２ の 位 置 決 め 溝 ４ ４ の 底 に 引 っ 掛 る  
抜 止 め 突 起 ５ ３ ｐ が 形 成 さ れ て い る 。 抜 止 め 突 起 ５ ３ ｐ は 、 第 １ 内 導 体 筒 部 ５ ２ が 第 １ 誘  
電 体 ４ ２ に 対 し て 先 端 側 に 抜 け 難 く な る よ う に 位 置 決 め 溝 ４ ４ の 底 に 引 っ 掛 る 形 状 に 形 成  
さ れ て い る 。 こ こ で は 、 抜 止 め 突 起 ５ ３ ｐ は 、 三 角 板 状 に 形 成 さ れ て い る 。 抜 止 め 突 起 ５  
３ ｐ の う ち 第 １ 内 導 体 筒 部 ５ ２ の 先 端 側 の 縁 は 、 抜 止 め 突 起 ５ ３ ｐ の う ち 第 １ 内 導 体 筒 部  
５ ２ の 基 端 側 の 縁 よ り も 、 中 心 軸 Ｘ に 対 し て 大 き く 傾 い て い る 。 こ の た め 、 抜 止 め 突 起 ５  
３ ｐ を 位 置 決 め 溝 ４ ４ に 対 し て 第 １ 内 導 体 筒 部 ５ ２ の 基 端 側 に 圧 入 し 易 く 、 か つ 、 第 １ 内  
導 体 筒 部 ５ ２ の 先 端 側 に 抜 け 難 く で き る 。 上 記 位 置 決 め 片 ５ ３ お よ び 抜 止 め 突 起 ５ ３ ｐ は  
、 省 略 さ れ て も よ い 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 上 記 第 １ 内 導 体 筒 部 ５ ２ に 、 第 １ 誘 電 体 ４ ２ へ の 圧 入 時 に 当 該 第 １ 誘 電 体 ４ ２ の 内 周 面  
に 引 っ 掛 る 係 止 片 ５ ２ ａ が 形 成 さ れ て も よ い 。 上 記 第 １ 内 導 体 筒 部 ５ ２ の 基 端 に 回 路 基 板  
２ １ の 主 面 に 沿 っ て 延 び て 、 は ん だ 付 の た め に 利 用 さ れ る 突 出 片 ５ ２ ｂ が 設 け ら れ て も よ  
い 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 第 １ 内 導 体 筒 部 ５ ２ の 先 端 か ら 第 １ 内 導 体 弾 性 片 ５ ６ が 突 出 し て い る 。 本 実 施 形 態 で は  
、 複 数 （ こ こ で は ３ つ ） の 第 １ 内 導 体 弾 性 片 ５ ６ が 、 第 １ 内 導 体 筒 部 ５ ２ の 先 端 か ら 周 方  
向 に お い て 間 隔 を あ け て 延 出 し て い る 。 好 ま し く は 、 複 数 の 第 １ 内 導 体 弾 性 片 ５ ６ は 、 第  
１ 内 導 体 筒 部 ５ ２ の 中 心 軸 Ｘ 周 り に 等 間 隔 で 位 置 す る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 第 １ 内 導 体 弾 性 片 ５ ６ は 、 第 １ 内 導 体 筒 部 ５ ２ の 先 端 か ら 外 向 き 傾 斜 す る 傾 斜 部 ５ ６ ａ  
と 、 当 該 傾 斜 部 ５ ６ ａ の 先 端 部 に 連 な り 外 向 き に 凸 を な す 湾 曲 形 状 を な す 湾 曲 部 ５ ６ ｂ と  
を 含 む 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 複 数 の 第 １ 内 導 体 弾 性 片 ５ ６ が 第 ２ 内 導 体 ８ ０ に 挿 入 さ れ る と 、 傾 斜 部 ５ ６ ａ が 内 側 に  
弾 性 変 形 し つ つ 、 湾 曲 部 ５ ６ ｂ の 外 向 き の 頂 部 が 、 第 ２ 内 導 体 ８ ０ の 内 周 面 に 弾 性 的 に 押  
付 け ら れ る 。 こ れ に よ り 、 第 １ 内 導 体 ５ ０ が 第 ２ 内 導 体 ８ ０ に 電 気 的 に 接 続 さ れ た 状 態 に  
保 た れ る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 な お 、 弾 性 片 は ２ つ で あ っ て も よ い し 、 ４ つ 以 上 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 第 １ 誘 電 体 ４ ２ は 、 樹 脂 等 に よ っ て 円 板 状 に 形 成 さ れ て い る 。 第 １ 誘 電 体 ４ ２ の 最 大 厚  
み 寸 法 は 、 第 １ 内 導 体 筒 部 ５ ２ の 長 さ 寸 法 よ り も 小 さ い 。 第 １ 誘 電 体 ４ ２ は 、 例 え ば 、 金  
型 成 形 樹 脂 部 品 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 第 １ 誘 電 体 ４ ２ の 中 央 に 、 第 １ 内 導 体 ５ ０ の 基 端 部 、 よ り 具 体 的 に は 、 第 １ 内 導 体 筒 部  
５ ２ の 基 端 部 が 挿 入 さ れ る 挿 入 孔 ４ ３ が 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 位 置 決 め 片 ５ ３ が 嵌 め 込  
ま れ る 位 置 決 め 溝 ４ ４ が 形 成 さ れ て い る 。 位 置 決 め 溝 ４ ４ は 、 挿 入 孔 ４ ３ の 周 方 向 の １ 部  
か ら 外 周 側 に 向 か っ て 凹 み 、 か つ 、 中 心 軸 Ｘ に 沿 っ て 延 び る 溝 に 形 成 さ れ て い る 。
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【 ０ ０ ６ ７ 】
　 そ し て 、 挿 入 孔 ４ ３ に 第 １ 内 導 体 筒 部 ５ ２ が 挿 入 さ れ る こ と で 、 第 １ 内 導 体 ５ ０ が 第 １  
誘 電 体 ４ ２ に 対 し て 挿 入 保 持 さ れ る 。 好 ま し く は 、 第 １ 内 導 体 筒 部 ５ ２ が 挿 入 孔 ４ ３ に 圧  
入 保 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 第 １ 内 導 体 が 切 削 加 工 品 で あ れ ば 、 上 記 圧 入 構 造 に よ っ て 第 １ 誘 電 体 に 対 し て 第 １ 内 導  
体 を し っ か り 保 持 し 易 い 。 第 １ 内 導 体 ５ ０ が 金 属 板 の プ レ ス 加 工 品 で あ る 場 合 、 保 持 強 度  
を 高 め る た め 、 位 置 決 め 片 ５ ３ が 位 置 決 め 溝 ４ ４ に 嵌 め 込 ま れ る 。 位 置 決 め 溝 ４ ４ の 内 周  
面 が 位 置 決 め 片 ５ ３ を 挟 持 す る こ と に よ っ て 、 第 １ 誘 電 体 ４ ２ が 第 １ 内 導 体 ５ ０ を し っ か  
り 保 持 し 易 く な る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 ま た 、 位 置 決 め 片 ５ ３ の 上 記 抜 止 め 突 起 ５ ３ ｐ が 位 置 決 め 溝 ４ ４ の 底 に 食 込 む よ う に 引  
っ 掛 る こ と で 、 第 １ 内 導 体 ５ ０ が 第 １ 誘 電 体 ４ ２ か ら 抜 出 難 く な り 、 第 １ 内 導 体 ５ ０ が よ  
り し っ か り と 保 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 ま た 、 第 １ 誘 電 体 ４ ２ の う ち 挿 入 孔 ４ ３ を 囲 む 部 分 に 、 第 １ 内 導 体 ５ ０ の 先 端 側 に 向 か  
っ て 環 状 に 突 出 す る 保 持 環 状 凸 部 ４ ５ が 形 成 さ れ て い る 。 保 持 環 状 凸 部 ４ ５ が 第 １ 内 導 体  
筒 部 ５ ２ を 保 持 す る こ と で 、 第 １ 内 導 体 ５ ０ が よ り し っ か り と 保 持 さ れ 、 ま た 、 第 １ 内 導  
体 ５ ０ が 第 １ 誘 電 体 ４ ２ に 対 し て 傾 き 難 い 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 第 １ 誘 電 体 ４ ２ の 外 周 面 は 、 第 １ 外 導 体 ６ ０ の 内 周 部 に 挿 入 可 能 な 短 円 柱 周 面 形 状 に 形  
成 さ れ て い る 。 第 １ 誘 電 体 ４ ２ の う ち 第 １ 外 導 体 ６ ０ 側 の 外 周 部 分 に 、 第 １ 内 導 体 ５ ０ の  
先 端 側 に 向 か っ て 環 状 に 突 出 す る 外 周 環 状 凸 部 ４ ６ が 形 成 さ れ て い る 。 第 １ 誘 電 体 ４ ２ の  
外 周 面 は 、 外 周 環 状 凸 部 ４ ６ の 分 、 中 心 軸 Ｘ 方 向 に お い て 広 く 形 成 さ れ て い る 。 こ の た め  
、 第 １ 誘 電 体 ４ ２ の 外 周 面 は 、 広 い 面 積 で 、 第 １ 外 導 体 ６ ０ の 内 周 面 に 対 向 す る こ と が で  
き る 。 こ れ に よ り 、 第 １ 外 導 体 ６ ０ に 対 し て 第 １ 誘 電 体 ４ ２ が し っ か り と 保 持 さ れ 易 く 、  
か つ 、 第 １ 誘 電 体 ４ ２ に 対 し て 第 １ 外 導 体 ６ ０ が 傾 き 難 い 。 こ れ に よ り 、 第 １ 内 導 体 ５ ０  
と 第 １ 外 導 体 ６ ０ と が 同 軸 上 の 位 置 関 係 に 保 た れ 易 い 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 第 １ 外 導 体 ６ ０ は 、 金 属 等 の 導 電 材 料 に よ っ て 形 成 さ れ て お り 、 第 １ 誘 電 体 ４ ２ の 周 り  
を 囲 ん で い る 。 よ っ て 、 第 １ 誘 電 体 ４ ２ は 、 第 １ 内 導 体 ５ ０ と 第 １ 外 導 体 ６ ０ と の 間 に 介  
在 す る 筒 状 の 部 材 で あ る 。 第 １ 外 導 体 ６ ０ は 、 例 え ば 、 金 属 板 を プ レ ス 加 工 等 す る こ と に  
よ っ て 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 本 実 施 形 態 で は 、 第 １ 外 導 体 ６ ０ は 、 第 １ 外 導 体 筒 部 ６ ２ と 、 第 １ 外 導 体 筒 部 ６ ２ の 先  
端 か ら 突 出 す る 第 １ 外 導 体 弾 性 片 ６ ６ と を 含 む 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 第 １ 外 導 体 筒 部 ６ ２ は 、 内 側 に 第 １ 誘 電 体 ４ ２ を 配 置 可 能 な 筒 状 、 よ り 具 体 的 に は 、 円  
筒 状 に 形 成 さ れ て い る 。 第 １ 誘 電 体 ４ ２ が 、 第 １ 外 導 体 筒 部 ６ ２ の 基 端 部 分 に 収 容 保 持 さ  
れ る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 第 １ 外 導 体 筒 部 ６ ２ に 、 第 １ 誘 電 体 ４ ２ の 圧 入 時 に 当 該 第 １ 誘 電 体 ４ ２ の 外 周 面 に 引 っ  
掛 る 係 止 片 ６ ２ ａ が 形 成 さ れ て も よ い 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 第 １ 外 導 体 筒 部 ６ ２ の 先 端 か ら 第 １ 外 導 体 弾 性 片 ６ ６ が 突 出 し て い る 。 本 実 施 形 態 で は  
、 複 数 （ こ こ で は ８ つ ） の 第 １ 外 導 体 弾 性 片 ６ ６ が 、 第 １ 外 導 体 筒 部 ６ ２ の 先 端 か ら 周 方  
向 に お い て 間 隔 を あ け て 延 出 し て い る 。 好 ま し く は 、 複 数 の 第 １ 外 導 体 弾 性 片 ６ ６ は 、 第  
１ 外 導 体 筒 部 ６ ２ の 中 心 軸 Ｘ 周 り に 等 間 隔 で 位 置 す る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 第 １ 外 導 体 弾 性 片 ６ ６ は 、 第 １ 外 導 体 筒 部 ６ ２ の 先 端 か ら 内 向 き 傾 斜 す る 傾 斜 部 ６ ６ ａ  



10

20

30

40

50

JP 2024-175757 A 2024.12.19(12)

と 、 当 該 傾 斜 部 ６ ６ ａ の 先 端 部 に 連 な り 内 向 き に 凸 を な す 湾 曲 形 状 を な す 湾 曲 部 ６ ６ ｂ と  
を 含 む 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 複 数 の 第 １ 外 導 体 弾 性 片 ６ ６ が 第 ２ 外 導 体 ９ ０ に 外 嵌 め さ れ る と 、 傾 斜 部 ６ ６ ａ が 外 側  
に 弾 性 変 形 し つ つ 、 湾 曲 部 ６ ６ ｂ の 内 向 き の 頂 部 が 、 第 ２ 外 導 体 ９ ０ の 外 周 面 に 弾 性 的 に  
押 付 け ら れ る 。 こ れ に よ り 、 第 １ 外 導 体 ６ ０ が 第 ２ 外 導 体 ９ ０ に 電 気 的 に 接 続 さ れ た 状 態  
に 保 た れ る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 な お 、 弾 性 片 は ７ つ 以 下 で あ っ て も よ い し 、 ９ つ 以 上 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 中 心 軸 Ｘ 方 向 に お い て 、 第 １ 外 導 体 筒 部 ６ ２ の 長 さ 寸 法 は 、 第 １ 誘 電 体 ４ ２ の 厚 み 寸 法  
よ り も 大 き い 。 ま た 、 本 実 施 形 態 で は 、 第 １ 外 導 体 筒 部 ６ ２ の 長 さ 寸 法 は 、 第 １ 内 導 体 ５  
０ の 長 さ 寸 法 よ り も 大 き い 。 ま た 、 第 １ 誘 電 体 ４ ２ に 対 し て 、 第 １ 外 導 体 弾 性 片 ６ ６ の 基  
端 は 、 第 １ 内 導 体 弾 性 片 ５ ６ の 基 端 よ り も 離 れ て 位 置 す る 。 さ ら に 、 第 １ 誘 電 体 ４ ２ に 対  
し て 、 第 １ 外 導 体 弾 性 片 ６ ６ の 先 端 は 、 第 １ 内 導 体 弾 性 片 ５ ６ の 先 端 よ り も 離 れ て 位 置 す  
る 。 但 し 、 湾 曲 部 ５ ６ ｂ 、 ６ ６ ｂ は 、 中 心 軸 Ｘ に お い て 同 じ 位 置 で 第 ２ 内 導 体 ８ ０ ま た は  
第 ２ 外 導 体 ９ ０ に 接 触 で き る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 第 １ 同 軸 コ ネ ク タ ４ ０ は 、 筒 状 の コ ネ ク タ ホ ル ダ ４ １ に よ っ て 囲 ま れ て い て も よ い 。 コ  
ネ ク タ ホ ル ダ ４ １ は 、 樹 脂 等 に よ っ て 形 成 さ れ た 部 材 で あ り 、 当 該 第 １ 同 軸 コ ネ ク タ ４ ０  
を 周 り か ら 囲 っ て 、 他 の 部 材 へ の 接 触 を 抑 制 す る 役 割 を 果 す 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 ＜ 第 ２ 同 軸 コ ネ ク タ に つ い て ＞
　 上 記 し た よ う に 、 第 ２ 同 軸 コ ネ ク タ ７ ０ は 、 第 ２ 内 導 体 ８ ０ と 、 第 ２ 外 導 体 ９ ０ と 、 第  
２ 誘 電 体 ７ ２ と を 備 え る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 第 ２ 内 導 体 ８ ０ は 、 細 長 い 導 電 性 部 材 で あ る 。 本 実 施 形 態 で は 、 第 ２ 内 導 体 ８ ０ は 、 金  
属 板 を プ レ ス 加 工 す る こ と に よ っ て 形 成 さ れ て い る 。 よ り 具 体 的 に は 、 第 ２ 内 導 体 ８ ０ は  
、 第 ２ 内 導 体 筒 部 ８ ２ と 、 第 ２ 内 導 体 延 長 筒 部 ８ ６ と を 含 む 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 第 ２ 内 導 体 筒 部 ８ ２ は 、 筒 状 、 よ り 具 体 的 に は 、 円 筒 状 に 形 成 さ れ て い る 。 第 ２ 内 導 体  
筒 部 ８ ２ の 開 口 端 は 、 第 １ 同 軸 コ ネ ク タ ４ ０ 側 を 向 い て い る 。 第 ２ 内 導 体 筒 部 ８ ２ は 、 第  
１ 内 導 体 ５ ０ に 接 続 さ れ る 部 分 で あ る 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 よ り 具 体 的 に は 、 第 ２ 内 導 体 筒 部 ８ ２ は 、 中 心 軸 Ｘ に 沿 っ て 細 長 い 筒 で あ る 。 第 ２ 内 導  
体 筒 部 ８ ２ の 内 径 は 、 複 数 の 第 １ 内 導 体 弾 性 片 ５ ６ の 頂 部 を 結 ぶ 仮 想 円 の 外 径 よ り も 小 さ  
い 。 複 数 の 第 １ 内 導 体 弾 性 片 ５ ６ が 、 内 側 に 弾 性 変 形 し つ つ 、 第 ２ 内 導 体 筒 部 ８ ２ の 内 周  
面 に 弾 性 的 に 接 触 で き る 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 中 心 軸 Ｘ 方 向 に お い て 、 第 ２ 内 導 体 筒 部 ８ ２ は 、 第 １ 内 導 体 弾 性 片 ５ ６ よ り も 長 い 。 中  
心 軸 Ｘ 方 向 に お い て 、 第 ２ 内 導 体 筒 部 ８ ２ の 内 周 面 の 任 意 の 位 置 に 、 第 １ 内 導 体 弾 性 片 ５  
６ の 湾 曲 部 ５ ６ ｂ の 頂 部 が 接 触 す る こ と で 、 第 １ 内 導 体 ５ ０ と 第 ２ 内 導 体 ８ ０ と が 接 続 さ  
れ 得 る 。 こ れ に よ り 、 中 心 軸 Ｘ 方 向 に お け る 、 第 １ 内 導 体 ５ ０ と 第 ２ 内 導 体 ８ ０ と の 位 置  
ず れ に 対 応 で き る 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 第 ２ 内 導 体 延 長 筒 部 ８ ６ は 、 上 記 第 ２ 内 導 体 筒 部 ８ ２ に 対 し て 第 １ 同 軸 コ ネ ク タ ４ ０ と  
は 反 対 側 に 位 置 し て い る 。 本 実 施 形 態 で は 、 第 ２ 内 導 体 延 長 筒 部 ８ ６ は 、 第 ２ 内 導 体 筒 部  
８ ２ よ り も 細 い 。 第 ２ 内 導 体 延 長 筒 部 ８ ６ は 、 第 ２ 内 導 体 筒 部 ８ ２ に 対 し て テ ー パ 部 ８ １  
を 介 し て 連 な っ て い る 。 テ ー パ 部 ８ １ は 、 第 ２ 内 導 体 筒 部 ８ ２ か ら 第 ２ 内 導 体 延 長 筒 部 ８  
６ に 向 け て 徐 々 に 細 く な る テ ー パ 形 状 部 分 で あ る 。 第 ２ 内 導 体 延 長 筒 部 は 、 第 ２ 内 導 体 筒  
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部 に 対 し て 段 部 を 介 し て 連 な っ て い て も よ い 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
　 第 ２ 内 導 体 延 長 筒 部 ８ ６ は 、 先 端 側 に 向 け て 突 出 す る 弾 性 片 ８ ７ を 有 し て い て も よ い 。  
弾 性 片 ８ ７ は 、 内 外 方 向 に 弾 性 変 形 可 能 に 構 成 さ れ て い る 。 外 部 接 続 用 内 導 体 ３ ２ が 、 ２  
つ の 弾 性 片 ８ ７ の 先 端 側 か ら 当 該 ２ つ の 弾 性 片 ８ ７ 間 に 向 け て 挿 入 さ れ る 。 外 部 接 続 用 内  
導 体 ３ ２ が 、 当 該 ２ つ の 弾 性 片 ８ ７ に よ っ て 挟 込 ま れ た 状 態 と な る こ と で 、 第 ２ 内 導 体 ８  
０ が 外 部 接 続 用 内 導 体 ３ ２ に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
　 第 ２ 内 導 体 延 長 筒 部 ８ ６ に 、 第 ２ 誘 電 体 ７ ２ に 係 止 可 能 な 部 分 的 な 係 止 片 ８ ６ ａ が 形 成  
さ れ て も よ い 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
　 第 ２ 誘 電 体 ７ ２ は 、 樹 脂 等 に よ っ て 形 成 さ れ て い る 。 第 ２ 誘 電 体 ７ ２ は 、 例 え ば 、 金 型  
成 形 樹 脂 部 品 で あ る 。
【 ０ ０ ９ １ 】
　 第 ２ 誘 電 体 ７ ２ は 、 第 ２ 内 導 体 ８ ０ の 少 な く と も 一 部 を 収 容 可 能 な 筒 状 に 形 成 さ れ て い  
る 。 本 実 施 形 態 で は 、 第 ２ 誘 電 体 ７ ２ は 、 円 筒 状 に 形 成 さ れ て い る 。 第 ２ 誘 電 体 ７ ２ 内 に  
、 第 ２ 内 導 体 延 長 筒 部 ８ ６ が 収 容 さ れ る 。 第 ２ 内 導 体 延 長 筒 部 ８ ６ の 内 部 空 間 は 、 第 ２ 内  
導 体 延 長 筒 部 ８ ６ の 基 端 部 を 圧 入 状 態 で 保 持 で き 、 か つ 、 弾 性 片 ８ ７ の 内 外 方 向 へ の 弾 性  
変 形 を 許 容 で き る 程 度 の 大 き さ に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ９ ２ 】
　 第 ２ 誘 電 体 ７ ２ の 一 端 が 、 テ ー パ 部 ８ １ に 接 す る こ と で 、 第 ２ 内 導 体 ８ ０ に 対 す る 第 ２  
誘 電 体 ７ ２ の 位 置 決 め が な さ れ 得 る 。 第 ２ 内 導 体 筒 部 ８ ２ は 、 第 ２ 誘 電 体 ７ ２ よ り も 第 １  
同 軸 コ ネ ク タ ４ ０ 側 に 延 出 し て い る 。
【 ０ ０ ９ ３ 】
　 第 ２ 誘 電 体 ７ ２ の 外 周 側 に 第 ２ 外 導 体 ９ ０ が 配 置 さ れ る 。 第 ２ 外 導 体 ９ ０ は 、 金 属 等 の  
導 電 材 料 に よ っ て 形 成 さ れ て お り 、 第 ２ 誘 電 体 ７ ２ の 周 り を 囲 ん で い る 。 第 ２ 外 導 体 ９ ０  
は 、 例 え ば 、 金 属 板 を プ レ ス 加 工 等 す る こ と に よ っ て 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ９ ４ 】
　 第 ２ 外 導 体 ９ ０ は 、 第 ２ 外 導 体 筒 部 ９ ２ と 、 第 ２ 外 導 体 延 長 筒 部 ９ ６ と を 備 え る 。
【 ０ ０ ９ ５ 】
　 第 ２ 外 導 体 筒 部 ９ ２ は 、 筒 状 、 よ り 具 体 的 に は 、 円 筒 状 に 形 成 さ れ て い る 。 第 ２ 外 導 体  
筒 部 ９ ２ の 開 口 端 は 、 第 １ 同 軸 コ ネ ク タ ４ ０ 側 を 向 い て い る 。 第 ２ 外 導 体 筒 部 ９ ２ は 、 第  
１ 外 導 体 ６ ０ に 接 続 さ れ る 部 分 で あ る 。
【 ０ ０ ９ ６ 】
　 第 ２ 外 導 体 筒 部 ９ ２ は 、 第 ２ 内 導 体 筒 部 ８ ２ の 外 周 側 に 間 隔 を あ け て 位 置 す る 。 第 ２ 外  
導 体 筒 部 ９ ２ の 外 径 は 、 複 数 の 第 １ 外 導 体 弾 性 片 ６ ６ の 頂 部 を 結 ぶ 仮 想 円 の 外 径 よ り も 大  
き い 。 複 数 の 第 １ 外 導 体 弾 性 片 ６ ６ が 、 外 側 に 弾 性 変 形 し つ つ 、 第 ２ 外 導 体 筒 部 ９ ２ の 外  
周 面 に 弾 性 的 に 接 触 で き る 。
【 ０ ０ ９ ７ 】
　 中 心 軸 Ｘ 方 向 に お い て 、 第 ２ 外 導 体 筒 部 ９ ２ は 、 第 １ 外 導 体 弾 性 片 ６ ６ よ り も 長 い 。 中  
心 軸 Ｘ 方 向 に お い て 、 第 ２ 外 導 体 筒 部 ９ ２ の 外 周 面 の 任 意 の 位 置 に 、 第 １ 外 導 体 弾 性 片 ６  
６ の 湾 曲 部 ６ ６ ｂ の 頂 部 が 接 触 す る こ と で 、 第 １ 外 導 体 ６ ０ と 第 ２ 外 導 体 ９ ０ と が 接 続 さ  
れ 得 る 。 こ れ に よ り 、 中 心 軸 Ｘ 方 向 に お け る 、 第 １ 外 導 体 ６ ０ と 第 ２ 外 導 体 ９ ０ と の 位 置  
ず れ に 対 応 で き る 。
【 ０ ０ ９ ８ 】
　 第 ２ 外 導 体 延 長 筒 部 ９ ６ は 、 上 記 第 ２ 外 導 体 筒 部 ９ ２ に 対 し て 第 １ 同 軸 コ ネ ク タ ４ ０ と  
は 反 対 側 に 位 置 し て い る 。 本 実 施 形 態 で は 、 第 ２ 外 導 体 延 長 筒 部 ９ ６ は 、 第 ２ 外 導 体 筒 部  
９ ２ よ り も 細 い 。 第 ２ 外 導 体 延 長 筒 部 ９ ６ は 、 第 ２ 外 導 体 筒 部 ９ ２ に 対 し て テ ー パ 部 ９ １  
を 介 し て 連 な っ て い る 。 テ ー パ 部 ９ １ は 、 第 ２ 外 導 体 筒 部 ９ ２ か ら 第 ２ 外 導 体 延 長 筒 部 ９  
６ に 向 け て 徐 々 に 細 く な る テ ー パ 形 状 部 分 で あ る 。 第 ２ 外 導 体 延 長 筒 部 は 、 第 ２ 外 導 体 筒  
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部 に 対 し て 段 部 を 介 し て 連 な っ て い て も よ い 。
【 ０ ０ ９ ９ 】
　 第 ２ 外 導 体 延 長 筒 部 ９ ６ は 、 先 端 側 に 向 け て 突 出 す る 弾 性 片 ９ ７ を 有 し て い て も よ い 。  
弾 性 片 ９ ７ は 、 内 外 方 向 に 弾 性 変 形 可 能 に 構 成 さ れ て い る 。 外 部 接 続 用 外 導 体 ３ ６ が 、 複  
数 の 弾 性 片 ９ ７ の 先 端 側 か ら 当 該 複 数 の 弾 性 片 ９ ７ の 外 周 に 外 嵌 め さ れ る 。 複 数 の 弾 性 片  
９ ７ が 外 部 接 続 用 外 導 体 ３ ６ の 内 周 面 に 弾 性 的 に 押 付 け ら れ る こ と で 、 第 ２ 外 導 体 ９ ０ が  
外 部 接 続 用 外 導 体 ３ ６ に 接 続 さ れ る 。
【 ０ １ ０ ０ 】
　 第 ２ 外 導 体 延 長 筒 部 ９ ６ に 、 第 ２ 誘 電 体 ７ ２ に 係 止 可 能 な 部 分 的 な 係 止 片 ９ ６ ａ が 形 成  
さ れ て も よ い 。
【 ０ １ ０ １ 】
　 ＜ 接 続 構 造 に つ い て ＞
　 第 １ 同 軸 コ ネ ク タ ４ ０ と 第 ２ 同 軸 コ ネ ク タ ７ ０ と が 接 続 さ れ た 状 態 を 前 提 と し て 、 第 １  
誘 電 体 ４ ２ と 第 ２ 誘 電 体 ７ ２ と の 配 置 位 置 が 説 明 さ れ る 。
【 ０ １ ０ ２ 】
　 第 １ 同 軸 コ ネ ク タ ４ ０ と 第 ２ 同 軸 コ ネ ク タ ７ ０ と の 接 続 状 態 を 想 定 す る 。 こ こ で は 、 第  
１ 同 軸 コ ネ ク タ ４ ０ と 外 部 接 続 用 同 軸 コ ネ ク タ ３ ０ と が 距 離 Ｌ １ 離 れ て い る と す る （ 図 ５  
参 照 ） 。
【 ０ １ ０ ３ 】
　 第 １ 同 軸 コ ネ ク タ ４ ０ と 第 ２ 同 軸 コ ネ ク タ ７ ０ と の 接 続 方 向 は 、 第 １ 同 軸 コ ネ ク タ ４ ０  
と 第 ２ 同 軸 コ ネ ク タ ７ ０ と の 中 心 軸 Ｘ に 沿 っ て い る 。 中 心 軸 Ｘ の 方 向 に お い て 、 第 １ 内 導  
体 ５ ０ と 第 ２ 内 導 体 ８ ０ と が 重 複 す る 部 分 を 内 側 重 複 部 分 Ｅ １ と す る （ 図 ５ 参 照 ） 。 中 心  
軸 Ｘ の 方 向 に お い て 、 第 １ 外 導 体 ６ ０ と 第 ２ 外 導 体 ９ ０ と が 重 複 す る 部 分 を 外 側 重 複 部 分  
Ｅ ２ と す る （ 図 ５ 参 照 ） 。
【 ０ １ ０ ４ 】
　 第 １ 誘 電 体 ４ ２ と 第 ２ 誘 電 体 ７ ２ と は 共 に 、 接 続 方 向 に お い て 、 内 側 重 複 部 分 Ｅ １ お よ  
び 外 側 重 複 部 分 Ｅ ２ の 双 方 を 避 け て 位 置 す る 。 好 ま し く は 、 第 １ 誘 電 体 ４ ２ は 、 内 側 重 複  
部 分 Ｅ １ お よ び 外 側 重 複 部 分 Ｅ ２ の 双 方 よ り も 、 第 １ 内 導 体 ５ ０ お よ び 第 １ 外 導 体 ６ ０ の  
そ れ ぞ れ の 基 端 側 に 位 置 す る 。 ま た 、 好 ま し く は 、 第 ２ 誘 電 体 ７ ２ は 、 内 側 重 複 部 分 Ｅ １  
お よ び 外 側 重 複 部 分 Ｅ ２ の 双 方 よ り も 、 第 ２ 内 導 体 ８ ０ お よ び 第 ２ 外 導 体 ９ ０ の そ れ ぞ れ  
の 基 端 側 に 位 置 す る 。
【 ０ １ ０ ５ 】
　 こ の 場 合 、 内 側 重 複 部 分 Ｅ １ に お い て 、 最 も 外 周 側 に 位 置 す る 導 体 は 、 第 ２ 内 導 体 ８ ０  
の 第 ２ 内 導 体 筒 部 ８ ２ で あ る 。 ま た 、 外 側 重 複 部 分 Ｅ ２ に お い て 、 最 も 内 周 側 に 位 置 す る  
導 体 は 、 第 ２ 外 導 体 ９ ０ の 第 ２ 外 導 体 筒 部 ９ ２ で あ る 。 第 ２ 内 導 体 筒 部 ８ ２ と 第 ２ 外 導 体  
筒 部 ９ ２ と の 環 状 空 間 に は 、 第 １ 誘 電 体 ４ ２ と 第 ２ 誘 電 体 ７ ２ と は 介 在 せ ず 、 空 気 層 が 介  
在 し て い る 。 こ の た め 、 同 軸 コ ネ ク タ の 接 続 構 造 ２ ８ を 設 計 す る 際 、 内 側 重 複 部 分 Ｅ １ と  
外 側 重 複 部 分 Ｅ ２ と で は 、 空 気 層 の 介 在 を 前 提 と し て 所 望 の 通 信 性 能 が 得 ら れ る よ う に 設  
計 さ れ 得 る 。
【 ０ １ ０ ６ 】
　 ま た 、 第 １ 内 導 体 弾 性 片 ５ ６ を 有 す る 第 １ 内 導 体 ５ ０ は 、 第 ２ 内 導 体 筒 部 ８ ２ 内 に 位 置  
し 、 第 １ 外 導 体 弾 性 片 ６ ６ を 有 す る 第 １ 外 導 体 ６ ０ は 、 第 ２ 外 導 体 筒 部 ９ ２ 外 に 位 置 す る  
。 こ の た め 、 同 軸 コ ネ ク タ の 接 続 構 造 ２ ８ を 設 計 す る 際 、 内 側 重 複 部 分 Ｅ １ と 外 側 重 複 部  
分 Ｅ ２ と で は 、 同 径 部 分 が 連 続 す る 第 ２ 内 導 体 筒 部 ８ ２ の 外 径 と 、 同 径 部 分 が 連 続 す る 第  
２ 外 導 体 筒 部 ９ ２ の 外 径 と を 前 提 と し て 、 所 望 の 通 信 性 能 が 得 ら れ る よ う に 設 計 さ れ 得 る  
。 こ の た め 、 複 雑 な 弾 性 片 の 形 状 の 存 在 を 前 提 と し て 設 計 を す る 場 合 を 比 較 し て 、 設 計 が  
容 易 と な る 。
【 ０ １ ０ ７ 】
　 ま た 、 上 記 し た よ う に 、 第 １ 同 軸 コ ネ ク タ ４ ０ と 外 部 接 続 用 同 軸 コ ネ ク タ ３ ０ と の 距 離  
Ｌ １ は 、 公 差 範 囲 内 で 変 動 す る 可 能 性 が あ る 。
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【 ０ １ ０ ８ 】
　 第 １ 同 軸 コ ネ ク タ ４ ０ と 外 部 接 続 用 同 軸 コ ネ ク タ ３ ０ と の 距 離 が 公 差 範 囲 内 で 最 も 大 き  
く な っ て 距 離 Ｌ m a x と な っ た 場 合 の 断 面 図 が 図 ７ に 示 さ れ る 。
【 ０ １ ０ ９ 】
　 こ の 場 合 、 第 ２ 内 導 体 ８ ０ と 第 １ 誘 電 体 ４ ２ と の 距 離 が 大 き く な り 、 か つ 、 第 ２ 外 導 体  
９ ０ と 第 １ 誘 電 体 ４ ２ と の 距 離 も 大 き く な る 。 こ の た め 、 接 続 構 造 ２ ８ に お い て 、 内 外 導  
体 間 に 空 気 層 が 介 在 す る 領 域 が 大 き く な る 。 し か し な が ら 、 も と も と 内 側 重 複 部 分 Ｅ １ と  
外 側 重 複 部 分 Ｅ ２ と の 間 に 空 気 層 が 介 在 す る 前 提 で 、 第 １ 同 軸 コ ネ ク タ ４ ０ と 第 ２ 同 軸 コ  
ネ ク タ ７ ０ と の 設 計 が な さ れ て い る 。 こ の た め 、 空 気 層 が 割 合 的 に 増 え た と し て も 、 通 信  
性 能 に 影 響 を 与 え 難 い 。
【 ０ １ １ ０ 】
　 こ れ に 対 し て 、 仮 に 内 側 重 複 部 分 Ｅ １ と 外 側 重 複 部 分 Ｅ ２ と の 間 に 誘 電 体 を 配 置 す る 構  
成 と す る と 、 当 該 各 コ ネ ク タ は 、 当 該 誘 電 体 の 存 在 を 前 提 に 所 望 の 通 信 性 能 が 得 ら れ る よ  
う に 設 計 が な さ れ る と 考 え ら れ る 。 当 該 設 計 を 前 提 に 、 コ ネ ク タ の 位 置 ず れ に よ っ て ， 空  
気 層 が 生 じ て し ま う と 、 通 信 性 能 に 与 え る 影 響 が 大 と な る 可 能 性 が あ る 。
【 ０ １ １ １ 】
　 本 実 施 形 態 で は 、 内 側 重 複 部 分 Ｅ １ と 外 側 重 複 部 分 Ｅ ２ と の 間 に 空 気 層 が 介 在 す る 前 提  
で 、 設 計 が な さ れ る た め 、 空 気 層 が 増 え た と し て も 、 通 信 性 能 に 影 響 を 与 え 難 い 。 な お 、  
内 側 重 複 部 分 Ｅ １ と 外 側 重 複 部 分 Ｅ ２ と か ら 離 れ た 第 １ 誘 電 体 ４ ２ お よ び 第 ２ 誘 電 体 ７ ２  
が 設 け ら れ た 領 域 で は 、 当 該 第 １ 誘 電 体 ４ ２ お よ び 第 ２ 誘 電 体 ７ ２ の 誘 電 率 を 前 提 と し て  
適 切 な 通 信 性 能 が 得 ら れ る よ う に 各 部 の 径 等 の 設 計 が な さ れ る 。
【 ０ １ １ ２ 】
　 第 １ 同 軸 コ ネ ク タ ４ ０ と 外 部 接 続 用 同 軸 コ ネ ク タ ３ ０ と の 距 離 が 公 差 範 囲 内 で 最 も 小 さ  
く な っ て 距 離 Ｌ m i n と な っ た 場 合 の 断 面 図 が 図 ８ に 示 さ れ る 。
【 ０ １ １ ３ 】
　 こ の 状 態 で は 、 中 心 軸 Ｘ の 方 向 に お い て 、 内 側 重 複 部 分 Ｅ １ の 長 さ は 許 容 最 大 長 Ｌ Ｅ １  
m a x と な り 、 外 側 重 複 部 分 Ｅ ２ の 長 さ は 許 容 最 大 長 Ｌ Ｅ ２ m a x と な る 。 こ の 状 態 が 成 立  
し 得 る よ う に 、 第 １ 誘 電 体 ４ ２ と 第 ２ 誘 電 体 ７ ２ と は 、 許 容 最 大 長 Ｌ Ｅ １ m a x 、 Ｌ Ｅ ２ m  
a x と な っ た 内 側 重 複 部 分 Ｅ １ お よ び 外 側 重 複 部 分 Ｅ ２ の 双 方 を 避 け て 位 置 し て い る 。
【 ０ １ １ ４ 】
　 内 側 重 複 部 分 Ｅ １ と 外 側 重 複 部 分 Ｅ ２ と の 間 で 空 気 層 を 確 保 し 、 か つ 、 空 気 層 を 大 き く  
す る た め 、 第 １ 誘 電 体 ４ ２ は 、 第 １ 内 導 体 筒 部 ５ ２ の 先 端 か ら そ の 基 端 側 に 、 中 心 軸 Ｘ 方  
向 に お け る 第 １ 内 導 体 弾 性 片 ５ ６ の 突 出 長 さ Ｎ の 半 分 以 上 離 間 し て 位 置 す る こ と が 好 ま し  
い 。
【 ０ １ １ ５ 】
　 ＜ 効 果 等 ＞
　 こ の よ う に 構 成 さ れ た 同 軸 コ ネ ク タ の 接 続 構 造 ２ ８ に よ る と 、 第 １ 誘 電 体 ４ ２ と 第 ２ 誘  
電 体 ７ ２ と は 共 に 、 内 側 重 複 部 分 Ｅ １ お よ び 外 側 重 複 部 分 Ｅ ２ の 双 方 を 避 け て 位 置 す る 。  
こ の た め 、 内 側 重 複 部 分 Ｅ １ と 、 外 側 重 複 部 分 Ｅ ２ と の 間 に 空 気 が 介 在 す る こ と を 前 提 と  
し て 、 所 望 の 通 信 性 能 が 得 ら れ る よ う に 、 第 １ 同 軸 コ ネ ク タ ４ ０ と 第 ２ 同 軸 コ ネ ク タ ７ ０  
と が 設 計 さ れ 得 る 。 こ の 場 合 、 第 １ 同 軸 コ ネ ク タ ４ ０ に 対 す る 第 ２ 同 軸 コ ネ ク タ ７ ０ の 接  
続 位 置 が 所 定 位 置 か ら ず れ て も 場 合 で も 、 接 続 方 向 に お い て 空 気 の 介 在 部 分 の 長 さ が 変 動  
す る だ け で あ る 。 内 側 重 複 部 分 Ｅ １ と 外 側 重 複 部 分 Ｅ ２ と の ほ と ん ど の 部 分 に 誘 電 体 が 介  
在 す る こ と を 想 定 し て 各 同 軸 コ ネ ク タ が 設 計 さ れ る 場 合 と 比 較 し て 、 安 定 し た 通 信 性 能 が  
得 ら れ る 。
【 ０ １ １ ６ 】
　 ま た 、 第 １ 誘 電 体 ４ ２ は 、 内 側 重 複 部 分 Ｅ １ お よ び 外 側 重 複 部 分 Ｅ ２ の 双 方 よ り も 、 第  
１ 内 導 体 ５ ０ お よ び 第 １ 外 導 体 ６ ０ の そ れ ぞ れ の 基 端 側 の 位 置 で 、 第 １ 内 導 体 ５ ０ と 第 １  
外 導 体 ６ ０ と を 一 定 の 位 置 関 係 に 保 つ こ と が で き る 。 第 ２ 誘 電 体 ７ ２ は 、 内 側 重 複 部 分 Ｅ  
１ お よ び 外 側 重 複 部 分 Ｅ ２ の 双 方 よ り も 、 第 ２ 内 導 体 ８ ０ お よ び 第 ２ 外 導 体 ９ ０ の そ れ ぞ  
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れ の 基 端 側 に 位 置 で 、 第 ２ 内 導 体 ８ ０ と 第 ２ 外 導 体 ９ ０ と を 一 定 の 位 置 関 係 に 保 つ こ と が  
で き る 。 こ の た め 、 接 続 構 造 に お け る 同 軸 構 造 を 保 ち つ つ 、 安 定 し た 通 信 性 能 を 得 易 い 。
【 ０ １ １ ７ 】
　 ま た 、 第 １ 同 軸 コ ネ ク タ ４ ０ に 対 し て 第 ２ 同 軸 コ ネ ク タ ７ ０ が 公 差 範 囲 内 で 接 続 過 多 状  
態 と な っ た 場 合 に 、 内 側 重 複 部 分 Ｅ １ と 外 側 重 複 部 分 Ｅ ２ と の 許 容 最 大 長 Ｌ Ｅ １ m a x 、  
Ｌ Ｅ ２ m a x と な る こ と が 想 定 さ れ る 。 こ の 場 合 で も 、 内 側 重 複 部 分 Ｅ １ と 外 側 重 複 部 分  
Ｅ ２ と の 間 に 空 気 が 介 在 し た 接 続 が 実 現 さ れ 、 安 定 し た 通 信 性 能 が 得 ら れ る 。
【 ０ １ １ ８ 】
　 ま た 、 第 １ 誘 電 体 ４ ２ が 、 第 １ 内 導 体 筒 部 ５ ２ の 先 端 か ら そ の 基 端 側 に 、 中 心 軸 Ｘ 方 向  
に お け る 第 １ 内 導 体 弾 性 片 ５ ６ の 突 出 長 さ Ｎ の 半 分 以 上 離 間 し て 位 置 す る た め 、 第 １ 誘 電  
体 ４ ２ は 、 内 側 重 複 部 分 Ｅ １ と 外 側 重 複 部 分 Ｅ ２ と を 避 け て 位 置 し 易 い 。
【 ０ １ １ ９ 】
　 ま た 、 第 ２ 誘 電 体 ７ ２ が 第 ２ 内 導 体 筒 部 ８ ２ と 第 ２ 外 導 体 筒 部 ９ ２ と か ら 外 れ て 第 ２ 内  
導 体 延 長 筒 部 ８ ６ と 第 ２ 外 導 体 延 長 筒 部 ９ ６ と の 間 に 配 置 さ れ て い る た め 、 内 側 重 複 部 分  
Ｅ １ と 外 側 重 複 部 分 Ｅ ２ と の 間 に 空 気 を 配 置 し 易 い 。
【 ０ １ ２ ０ 】
　 ま た 、 第 １ 内 導 体 弾 性 片 ５ ６ が 第 ２ 内 導 体 筒 部 ８ ２ の 内 周 面 に 弾 性 的 に 接 触 し 、 第 １ 外  
導 体 弾 性 片 ６ ６ が 第 ２ 外 導 体 筒 部 ９ ２ の 外 周 面 に 弾 性 的 に 接 触 す る 。 こ の た め 、 第 ２ 内 導  
体 筒 部 ８ ２ と 第 ２ 外 導 体 筒 部 ９ ２ と の 間 に 、 弾 性 片 ５ ６ 、 ６ ６ が 介 在 す る こ と が 回 避 さ れ  
る 。 こ れ に よ り 、 同 軸 コ ネ ク タ の 接 続 構 造 ２ ８ に お け る 通 信 性 能 を 、 形 状 を 単 純 化 し 易 い  
第 ２ 内 導 体 筒 部 ８ ２ と 第 ２ 外 導 体 筒 部 ９ ２ と を 基 準 と し て 設 計 す る こ と が で き 、 当 該 設 計  
を 容 易 に 行 え る 。 例 え ば 、 第 ２ 内 導 体 筒 部 ８ ２ と 第 ２ 外 導 体 筒 部 ９ ２ と の 全 体 を 円 筒 形 状  
と す る こ と が で き る 。 ま た 、 第 ２ 内 導 体 筒 部 ８ ２ と 第 ２ 外 導 体 筒 部 ９ ２ と は 、 第 ２ 同 軸 コ  
ネ ク タ ７ ０ の 構 成 部 分 で あ る た め 、 第 ２ 内 導 体 筒 部 ８ ２ と 第 ２ 外 導 体 筒 部 ９ ２ と の 位 置 関  
係 を 一 定 に 保 ち や す い 。 こ の た め 、 よ り 安 定 し た 通 信 性 能 が 得 ら れ る 。
【 ０ １ ２ １ 】
　 ま た 、 第 １ 誘 電 体 ４ ２ の 挿 入 孔 ４ ３ に 第 １ 内 導 体 ５ ０ の 第 １ 内 導 体 筒 部 ５ ２ の 基 端 部 が  
挿 入 さ れ た 状 態 で 、 位 置 決 め 片 ５ ３ が 位 置 決 め 溝 ４ ４ に 嵌 め 込 ま れ る こ と で 、 第 １ 内 導 体  
５ ０ が 第 １ 誘 電 体 ４ ２ に 挿 入 状 態 で 固 定 さ れ る 。 こ の た め 、 第 １ 内 導 体 筒 部 ５ ２ が 第 １ 誘  
電 体 ４ ２ に し っ か り と 固 定 さ れ る 。
【 ０ １ ２ ２ 】
　 例 え ば 、 第 １ 内 導 体 ５ ０ が 金 属 板 の プ レ ス 加 工 に よ っ て 形 成 さ れ る 場 合 で も 、 当 該 第 １  
内 導 体 ５ ０ を 第 １ 誘 電 体 ４ ２ に よ っ て し か り と 保 持 し 易 い 。 第 １ 内 導 体 ５ ０ を プ レ ス 加 工  
に よ っ て 形 成 す れ ば 、 切 削 加 工 で 形 成 す る 場 合 よ り も 低 コ ス ト 化 が 可 能 に な る 。
【 ０ １ ２ ３ 】
　 ま た 、 位 置 決 め 片 ５ ３ の 突 出 端 部 の 抜 止 め 突 起 ５ ３ ｐ が 位 置 決 め 溝 ４ ４ の 底 に 引 っ 掛 る  
こ と で 、 第 １ 内 導 体 ５ ０ が 第 １ 誘 電 体 ４ ２ か ら 抜 け 難 く な る 。
【 ０ １ ２ ４ 】
　 ま た 、 第 １ 誘 電 体 ４ ２ の う ち 挿 入 孔 ４ ３ を 囲 む 部 分 に 、 保 持 環 状 凸 部 ４ ５ が 形 成 さ れ て  
い る た め 、 第 １ 誘 電 体 ４ ２ を 重 複 部 分 Ｅ １ 、 Ｅ ２ か ら 離 す よ う に 形 成 し た 結 果 、 薄 く な っ  
た 場 合 で も 、 第 １ 内 導 体 ５ ０ を し っ か り と 保 持 し 易 い 。
【 ０ １ ２ ５ 】
　 ま た 、 第 １ 誘 電 体 ４ ２ の 外 周 環 状 凸 部 ４ ６ が 、 第 １ 外 導 体 ６ ０ に 接 触 す る こ と で 、 第 １  
誘 電 体 ４ ２ に 対 し て 第 １ 外 導 体 ６ ０ の 姿 勢 が 安 定 し 易 い 。 こ れ に よ り 、 第 １ 内 導 体 ５ ０ と  
第 １ 外 導 体 ６ ０ と の 位 置 関 係 が 安 定 し 、 通 信 性 能 が 安 定 し 易 い 。
【 ０ １ ２ ６ 】
　 ま た 、 第 １ 同 軸 コ ネ ク タ ４ ０ は 、 基 板 側 同 軸 コ ネ ク タ で あ り 、 第 ２ 同 軸 コ ネ ク タ ７ ０ は  
、 基 板 側 同 軸 コ ネ ク タ と し て の 第 １ 同 軸 コ ネ ク タ ４ ０ と 外 部 接 続 用 同 軸 コ ネ ク タ ３ ０ と を  
中 継 す る 中 継 同 軸 コ ネ ク タ で あ る 。 こ の 場 合 、 外 部 接 続 用 同 軸 コ ネ ク タ ３ ０ に 対 す る 回 路  
基 板 ２ １ の 位 置 ず れ に よ っ て 、 第 １ 同 軸 コ ネ ク タ ４ ０ に 対 す る 第 ２ 同 軸 コ ネ ク タ ７ ０ の 位  
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置 が 変 動 す る 可 能 性 が あ る 。 こ の よ う な 場 合 に 、 第 １ 同 軸 コ ネ ク タ ４ ０ と 第 ２ 同 軸 コ ネ ク  
タ ７ ０ と の 間 で 安 定 し た 通 信 性 能 が 得 ら れ る 。
【 ０ １ ２ ７ 】
　 な お 、 上 記 実 施 形 態 お よ び 各 変 形 例 で 説 明 し た 各 構 成 は 、 相 互 に 矛 盾 し な い 限 り 適 宜 組  
合 わ せ る こ と が で き る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ １ ２ ８ 】
１ ０   機 器
１ ２   ケ ー ス
１ ３   第 １ ケ ー ス
１ ４   第 ２ ケ ー ス
１ ５   底 部
１ ６   保 持 筒 部
１ ７   保 持 仕 切 部
１ ７ ｈ   保 持 孔
２ ０   電 気 部 品
２ １   回 路 基 板
２ ２   撮 像 素 子
２ ８   接 続 構 造
３ ０   外 部 接 続 用 同 軸 コ ネ ク タ （ 第 ３ 同 軸 コ ネ ク タ ）
３ ２   外 部 接 続 用 内 導 体
３ ４   外 部 接 続 用 誘 電 体
３ ６   外 部 接 続 用 外 導 体
４ ０   第 １ 同 軸 コ ネ ク タ （ 基 板 側 同 軸 コ ネ ク タ ）
４ １   コ ネ ク タ ホ ル ダ
４ ２   第 １ 誘 電 体
４ ３   挿 入 孔
４ ４   位 置 決 め 溝
４ ５   保 持 環 状 凸 部
４ ６   外 周 環 状 凸 部
５ ０   第 １ 内 導 体
５ ２   第 １ 内 導 体 筒 部
５ ２ ａ   係 止 片
５ ２ ｂ   突 出 片
５ ３   位 置 決 め 片
５ ３ ｅ   突 出 端 部
５ ３ ｐ   抜 止 め 突 起
５ ６   第 １ 内 導 体 弾 性 片
５ ６ ａ   傾 斜 部
５ ６ ｂ   湾 曲 部
６ ０   第 １ 外 導 体
６ ２   第 １ 外 導 体 筒 部
６ ２ ａ   係 止 片
６ ６   第 １ 外 導 体 弾 性 片
６ ６ ａ   傾 斜 部
６ ６ ｂ   湾 曲 部
７ ０   第 ２ 同 軸 コ ネ ク タ （ 中 継 同 軸 コ ネ ク タ ）
７ ２   第 ２ 誘 電 体
８ ０   第 ２ 内 導 体
８ １   テ ー パ 部
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８ ２   第 ２ 内 導 体 筒 部
８ ６   第 ２ 内 導 体 延 長 筒 部
８ ６ ａ   係 止 片
８ ７   弾 性 片
９ ０   第 ２ 外 導 体
９ １   テ ー パ 部
９ ２   第 ２ 外 導 体 筒 部
９ ６   第 ２ 外 導 体 延 長 筒 部
９ ６ ａ   係 止 片
９ ７   弾 性 片
Ｅ １   内 側 重 複 部 分
Ｅ ２   外 側 重 複 部 分
Ｌ Ｅ １ m a x 、 Ｌ Ｅ ２ m a x   許 容 最 大 長
Ｘ   中 心 軸
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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